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【巻頭言】 

 

大学・大学院の価値 
 

吉村玖瑠美 

 

大学に 4年間、大学院に 2年間の計 6年間の学生生活では、大学内外を問わず様々な経験を

してきた。明年 2018 年の春に卒業し 4月から社会人として働く予定である。大学院に在籍中の

2年間、化学生物総合管理学会・社会技術革新学会の事務局で学会誌の編集業務に携わってきた。

しかし、この間で最も印象に残っているのは大学 4年生から大学院修了まで 3年間所属した研

究室での生活である。 

一般的な理系の研究室はコアタイムと呼ばれる”研究室に滞在しなければならない時間”と

いうものがあるが、所属する研究室では自主自立を重んじておりコアタイムはなかった。しか

し、先輩が朝８時半から夜の８時頃まで滞在して研究に励んでいるため、自然と毎日研究室に

いき、朝から晩まで研究に励む習慣ができた。 

大学院博士前期課程２年の時は、大学院生が半分以上を占め、その中の約６割が博士後期課

程の学生または博士後期課程進学予定の院生だった。その中には社会人として一度働いてから

大学に戻ってきた院生や、子育てと研究を両立している院生もいた。私は進学ではなく就職の

道を選んだが、そのような意欲の溢れる学生が他の研究室に比べて多いことは大きな励みとな

った。 

しかし、『これからの大学教育等の在り方について（教育再生実行会議第三次提言）(中央教

育審議会（第 86 回）, 文部科学省, 平成 25 年)』によれば、日本の修士・博士人材および企業

の研究者や役員における博士号取得者は諸外国に比べて少ないという。さらに、25歳以上の学生の

割合は、諸外国平均の 2割に対し大きく下回っているそうだ。”大卒の社会人の約半分は修士課程

に興味を持っているが、費用や勤務時間の長さ等が障害となっている。”というデータも示されて

おり、学ぶ意欲をもつ社会人がいるにも関わらず、その機会をもつことが難しいということがわか

る。 

近年では、高校生の進学イベント等において手厚い就職サポートや、特定の業界の就職実績

が高いということを売りにしている大学がある。人生の大きなイベントといえる就職活動を大

学がサポートしてくれることは心強く、人気の高い業界の就職実績があれば大学の人気も高く

なるであろう。就職状況を基準に大学を選択するのも悪いことではないと思うが、あくまでも

大学は就職予備校ではなく学問を提供する場であり、学生は学問に励むべきである。就職活動
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を否定するつもりはないが、”就職活動のために”学生生活を送るのではなく、本業の学問に

集中しつつ学生時代にしかできない留学、ボランティア活動など諸々の事柄に積極的に挑戦し

てほしい。 

卒業研究や修士・博士研究を行う中で学んだ効率的な時間の使い方、論理的な文章の書き方、

効果的なプレゼンテーションの仕方などの諸々の術は社会人生活を送る上で必ず活きるだろう。

学生時代に苦労して出した実験結果がそのまま業務に結びつくことはないだろうが、それを出

すまでに考えた思考プロセスや諦めない力は、社会人として生活を送る上で大事な土台になる

はずである。 

私が在籍した大学では、性別や年齢、国籍などに関係なく、学ぶ意欲に満ち溢れパワフルに

学生生活を送っている学生が多かった。そのような環境にいたからこそ、大学の価値は就職実

績などで決まるのではなく、学びの場を提供し学生を刺激し続けることができるかどうかで決

まるのではないかと考えるようになった。日本には 700 校以上の大学があり、少子化の影響で

学生を集めることが困難な大学もあるという。存続させるためには、教育そのものよりも就職

実績や就職サポートを一番の売りにする大学もあるだろうが、最も努力するべきことは、学ぶ

意欲をもつ者全てに質の高い学びの場を提供することだということを忘れてはならない。 
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【報文】 

化学物質総合管理による能力強化策に関する研究（その 24・最終報） 

―アメリカの TSCA 修正の経過と本研究シリーズの総括― 

Study on Strategies for Capacity Building of Chemicals Integrated 

Management (24・final report) 

-The whole processes of TSCA modernization in USA and the Overview 

of the research series- 

 

星川欣孝、増田優 

ケミカルリスク研究所、規範科学総合研究所 

Yoshitaka HOSHIKAWA, Masaru MASUDA 

Chemical Risk Consultants, Regulatory Science Institute 

 

要約：本研究シリーズの最終報として、アメリカの TSCA (有害物質管理法) 修正の経過と最終

的な全容をまとめつつ、それと比較しながら本研究シリーズを全体的に総括する。TSCA 修正

のまとめに関しては、最終的な修正内容の特徴のみならず修正過程で示された米国の法律見直

し過程を検証し、それとの対比によって日本の法律見直し過程の問題点を明示する。本研究シ

リーズの全体的な総括に関しては、これまでの 23 報の報文で取り上げた日本の化学物質に係

る法制の課題と化学物質総合管理法制の必要性について改めて論述するに止まらず、今や世界

の潮流となっている包括的な化学物質総合管理法制が日本において未だに実現できない遠因で

あり、かつ、日本のより根本的な問題点である日本の法律見直し過程の課題を明らかにする。

そして、これまでにも本研究シリーズで取り上げた国会の行政監視に係る制度の見直しと

OECD が 2004 年に実施した日本の規制改革に関する審査の結果の二つの事例を再検証しなが

ら、日本の法律見直し過程の改善策を示す。 

キーワード：化学物質総合管理、TSCA 修正、法規見直し過程、日本の規制改革、OECD 

Keywords: Integrated Chemicals Management, TSCA modernization, Law re-examination 

processes, Japanese regulatory reform, OECD 

 

 

 

Abstract: As the final report of the research report series, we summarize the whole picture 

of TSCA modernization in USA and the differences of Japanese law re-examination 

processes compared with the processes in the USA, and then, as an overview of the report 

series, identify the agenda concerning the law re-examination processes in Japan, in 

addition to the characterization of the themes covered in the 23 reports. And finally we 

present the two cases related to Japanese law re-examination processes, that are the 

re-examination of the government oversight status by the Diet and the OECD review 

results in 2004 concerning the Japanese regulatory reform, discussed previously on the 

report series. 



化学物質総合管理による能力強化策に関する研究（その 24・最終報） 

―アメリカの TSCA修正の経過と本研究シリーズの総括―                  

                                                                                     4                                                                                       

 

化学生物総合管理               第 13巻  第 1号 (2017.12)  3-31頁 

技術革新と社会変革 ―現場基点―   第 9巻   第 1号                   

受付日：2017年 7月 26日  受理日：2017年 11月 3日 

連絡先：星川欣孝 〒253-0011茅ヶ崎市菱沼 3-14-70  E-mail: yoshi.h@jcom.home.ne.jp 

 

 

はじめに 

本研究シリーズ「化学物質総合管理による能力強化策に関する研究」は、2005 年 8 月に EU

における化学物質総合管理の進展を紹介しつつ、化学物質管理能力を抜本的強化するために化

学物質総合管理体系への枠組みの変革が必要性であることを提起した二つの前報 (星川他, 

2005a. 2005b) を土台に、2006 年 6 月にナショナル・プロファイルの実施状況の検証から見え

る日本の管理能力強化の緊急性を指摘する第 1 報をかわきりに、10 余年にわたり毎年平均 2

報の頻度で継続し、そして 2016 年 8 月にはアメリカ連邦議会で採択直前の TSCA (有害物質管

理法) の修正法案の動向を取り上げた第 23 報を公表した。その間、化学物質の管理に係る諸外

国の動向を紹介するに止まることなく、化学物質総合管理が有する多様な側面から日本の状況

を検証し課題を明らかにするとともに、その解決策として化学物質総合管理法の制定を提起す

るなど具体策についても公表してきた。 

そして、こうした本シリーズの内容は、2016 年 6 月に「化学物質総合管理法制－官主導に

捉われた半鎖国状態をただす方策－」と「化学物質総合経営学－規制から管理そして価値創造

へ－」という 2 つの書籍として出版された。 

 これを受けて、また、2016 年 6 月にアメリカの TSCA (有害物質管理法) の修正が完了した

ことにより化学物質総合管理を実現しようとする世界の動きが一区切りを迎え新たな段階に入

ったことを契機に、本研究シリーズの最終報として、ここではアメリカの TSCA (有害物質管

理法) の修正の経過を最終的に検証して全容を取り纏めつつ、それと比較しながら本研究シリ

ーズを全体的に総括する。 

TSCA の修正に関しては、最終的な修正内容の特徴のみならず、修正過程で示された米国の

法律見直し過程を検証し、それとの対比によって日本の法律見直し過程の問題点を明示した。

一方、本研究シリーズの全体的な総括に関しては、これまでの 23 報の報文で取り上げ、かつ、

2 つの書籍にまとめた日本の化学物質に係る法制の問題点と化学物質総合管理法制の必要性に

ついて改めて論述するに止まらず、今や世界の潮流となっている包括的は化学物質総合管理法

制が日本において未だに実現できない遠因であり、かつ、日本のより根本的な問題である日本

の法律見直し過程の課題を明らかにする。 

そして、これまでにも本研究シリーズで取り上げた衆議院の行政監視に係る制度の見直しと

OECD が 2004 年に実施した日本の規制改革に関する審査の結果の二つの事例を再検証しなが

ら、日本の法律見直し過程の改善策を示す。 

 

Ⅰ．アメリカの TSCA (有害物質管理法) 修正の経過と全容 

 2016 年 6 月 22 日にオバマ大統領は、連邦議会両院が妥協の上で合意した TSCA を修正する

法律 “Frank R. Lautenberg Chemical Safety for 21st Century Act” に署名した。これによっ

て 1976 年に制定された TSCA が 40 年ぶりに修正された。 

この修正に至った連邦議会の活動は、連邦議会に併設された GAO (政府説明責任庁) が上院

議員の調査要請に応えて 2005 年 6 月に TSCA の修正が必要であることを提言したことで始め

られた。そして上院の環境・公共事業委員会と下院のエネルギー・商業委員会で課題別の公聴

会が適宜開催されたり、連邦議員が提出した数多くの法案を審議したりして、最終的には、両

院それぞれで超党派の TSCA 修正法案が成立したのを受け、それらに基づく両院妥協法案が
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2016 年 5 月に連邦議会で採択されるに至った。 

 この動きの経過については既に報文等で発表したが (星川他, 2010, 2016)、その後、2016 年

6 月に TSCA 修正法が成立したことを受けて、TSCA 修正のまとめとアメリカの既存法規見直

し過程の特徴などを考察し、日本の化学物質管理法制の是正の必要性や日本の法律見直し過程

の問題点などについて指摘する。 

なお、この報文は日本リスク研究学会第 29 回年次大会講演論文集に投稿した報文を適宜修

正・加筆して作成した (星川, 2016b)。 

 

（１）TSCA 修正の経過と要点 

  TSCA の修正に係る連邦議会を中心とした関係者 (stakeholder) の活動はほぼ 11 年にわ

たって継続しているが、表 1 に示すように、3 つの時期に分けることができる。 

 

表 1 TSCA 修正の活動区分と連邦議会の会期 

第 1期 
第 109 議会 2005 年～2006 年 

ブッシュ政権 
第 110 議会 2007 年～2008 年 

第２期 第 111 議会 2009 年～2010 年 

オバマ政権 
第３期 

第 112 議会 2011 年～2012 年 

第 113 議会 2013 年～2014 年 

第 114 議会 2015 年～2016 年 

 

主な関係者は、連邦議会の議員と上下院の担当委員会、GAO、TSCA を所管する EPA (環

境保護庁)、化学産業団体の ACC (米国化学協議会)や市民団体、学者、弁護士などであり、

主要な関連活動だけに絞っても付表 1 のように 2 頁を超える表になった。 

  以下においては、関係者の活動のポイントとして、GAO の報告書公表、連邦議員の TSCA

修正法案の提出および上下院での公聴会の開催、その他を取り上げる。 

 

１）GAO の報告書公表 

GAO は連邦議会に併設される独立の行政監視機関であり、主な任務は、連邦議会の委員 

会や議員の要請または法律などの付託によって、連邦政府の活動を検証して報告したり、公

聴会の証人になったりすることである。TSCA の修正に関しては、2005 年から 2013 年にか

けて表 2 に示す報告書と証言報告が公表された。 

2005 年の二つの報告書はいずれも、上院議員の F.ローテンバーグ、M.ジェフォードらの

要請に基づき現行TSCAの化学物質健康リスクの評価や管理の能力について改善策を提言し

たものであった。例えば、2005 年 6 月の報告書では、表 3 に示すように、議会で討議すべ

き事項を具体的に提示している。 
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表 2 TSCA 修正に係る GAO 報告書の表題 

年月 報告書と証言報告の表題など 

2005.6 

 

2005.11 

2006.8 

 

2007.8 

 

報告書：化学物質規制：健康リスクを査定し化学物質評価計画を管理する EPA の能力を改

善する選択肢はある GAO-05-458 

報告書：化学物質規制：アメリカ、カナダおよび欧州連合 (EU) の取組み GAO-06-217R 

証言報告：化学物質規制：EPA の化学物質評価計画の有効性を改善する措置の必要性 

GAO-06-1032T 

報告書：化学物質規制：有害物質のリスクに対処する取組みのアメリカと最近成立した欧州

連合 (EU) の取組みの比較 GAO-07-825 

2009.2 

2009.12 

証言報告：化学物質規制：TSCA の有効性を強化する選択肢 GAO-09-428T 

証言報告：化学物質規制：TSCA の改善の見解 GAO-10-292T 

2013.3 

 

2013.6 

報告書：有害物質：EPA は化学物質を評価して管理することに務めたが、その取組みを強化

しうる GAO-13-249 

証言報告：化学物質規制：有害物質管理法 (TSCA) と EPA の実施に関する見解 

GAO-13-696T 

 

表 3 2005年 6月の GAO報告書の要点 

 

 

事項 要点 

指摘され

た TSCA

の問題点 

１）新規化学物質のリスク評価に係る問題点 

新規化学物質の取引前における EPA の評価は、健康および環境に対するリスクを確定したこ

との確たる保証に欠ける。化学企業は新規化学物質を届け出る前に EPA の評価のため TSCA

に基づき試験を要求されず、通常そのような試験を企業は自主的には行わない。 

２）既存化学物質のリスク評価に係る問題点 

EPA は既存化学物質のリスクを定型的に査定しておらず、そのような査定に必要な情報の取

得という難題に直面している。 

３）企業機密情報に係る問題点 

化学企業は多くの提出データに機密保護を請求している。しかし EPA には多くの請求に異議

を申し立てる権限がない。 

結論：議

会で討議

されるべ

き事項 

EPA が化学物質の健康と環境に対するリスクを評価する能力を改善するため次の点について

TSCA の修正を検討するべきである。 

1）拘束力のある同意文書を化学企業と締結して試験の実施を要求しうる明白な権限を EPA

に付与すること。 

2）化学物質の製造者や加工者に対して、相当な生産量や試験実施の必要性に基づいて試験デ

ータの作成を要求しうる権限を EPA に付与すること。 

3）化学企業が EPA に提供する企業機密情報 (CBI) を各州や外国政府と共有しうる権限を

EPA に付与すること。ただし、化学業界や他の関係者と協議して情報の受領者の全てが

順守すべき手続きを EPA が策定することを条件とする。 
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２）連邦議員の TSCA 修正法案の提出 

 アメリカでは立法、行政および司法の権力分立を明確に運用する体制が整備されており、

表 4 に示す通り、連邦議会の上下院で審議される TSCA 修正法案は議員が全て提出する。 

上院の F.ローテンバーグ民主党議員は、TSCA 修正問題に当初から関わっており、2013

年 5月に超党派のTSCA修正法案を提出した後に引退したが、彼の長年の功労を讃えるため、

オバマ大統領が署名した TSCA 修正法の名称に名前が残された。 

 

表 4 上下院に提出された TSCA 修正法案 

年月 提出法案 

2005.7 

 

2005.11 

 

2008.5 

Ｆ．ローテンバーグ上院議員ら：S. 1391: 子供・労働者・消費者安全化学物質法または

子供安全化学物質法 

Ｂ．ラッシュ下院議員ら：H.R. 4308: 子供・労働者・消費者安全化学物質法または子供

安全化学物質法 

Ｓ．ヒルダ下院議員ら：H.R. 6100: 子供安全化学物質法 

2010.3 

2010.4 

Ｆ．ローテンバーグ上院議員ら：S.3209: 安全化学物質法 

Ｂ．ラッシュ下院議員ら：H.R. 5820: 有害物質安全法 

2011.4 

2013.5 

2014.2 

2015.3 

 

2015.4 

Ｆ．ローテンバーグ上院議員ら：S.847: 安全化学物質法・・S.3209 の再提出 

Ｆ．ローテンバーグ議員らとＤ．ビター議員ら：超党派の S. 1009: 化学物質安全改善法 

Ｊ．シムカス下院議員ら：TSCA 修正法草案を発表 

Ｔ．ウダル上院議員とＤ．ビター議員ら：超党派の S. 697: Ｆ. ローテンバーグ 21 世紀

化学物質安全法 

Ｊ．シムカス下院議員らとＰ．トンコ議員ら：超党派の H.R. 2576: TSCA 近代化法 

 

３）上下院での公聴会の開催 

  アメリカでは連邦議員が修正法案を提出すると両院の担当委員会において、当該修正法案

の審議のためだけでなく、対象法規の見直しに係る課題について公聴会が頻繁に開催される。

TSCA の修正に関して上下院で開催された公聴会のテーマと証人の人数は表 5 のとおりであ

った。その延人数は全体で 147 名に及ぶ。 

 

表 5 上下院における公聴会の開催と証人延人数 

年月 公聴会のテーマ 証人数計 

2006.8 上院委員会：TSCA と EPA 化学物質管理計画の監視 7 

2009.12 

2010.2 

2010.3 

2010.7 

上院委員会：TSCA の監視 

上院小委：有害物質への市民曝露の科学の現状 

上院小委：合衆国化学物質安全法の修正に対する事業者の観点 

上院小委：有害物質と子供の環境健康 

 

 

 

22 

2011.2 

2011.11 

上院小委：アメリカの化学物質安全法規の有効性の評価 

上院委員会：S. 847：安全化学物質法案 
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2012.7 

2013.7 

2015.3 

上院委員会：有害化学物質への曝露を管理する EPA の権限と措置の監視 

上院委員会：有害化学物質の脅威への対処による公衆衛生保護の強化 

上院委員会：超党派の S.697: F.ローテンバーグ 21 世紀化学物質安全法案 

 

 

42 

2009.1 

2009.11 

2010.3 

2010.7 

下院小委：TSCA の再検討 

下院小委：化学物質の安全を確定する優先順位付け 

下院小委：TSCA と PBT 物質: 国内措置と国際措置の検討 

下院小委：H.R. 5820：有害物質安全法案 

 

 

 

28 

2013.6 

2013.7 

2013.9 

2014.2 

2014.3 

2015.4 

下院小委：TSCA の Title I：その経緯と影響の再検討 

下院小委：新規化学物質の規制、企業機密情報の保護と技術革新 

下院小委：TSCA 第 6 条と 18 条の既存化学物質の規制と專占権の役割 

下院小委：TSCA 第 4 条と 8 条の化学物質の試験及び情報の報告と保存 

下院小委：商業化学物質法の討議草案 

下院小委：超党派の H.R.2576: TSCA 近代化法案 

 

 

 

 

 

48 

 

 ４）EPA と ACC の活動 

  TSCAの見直し修正に係る上述した連邦議会以外の主な関係者は、TSCAを所管するEPA、

社会に化学物質を供給する製造加工業者、労働者、消費者、一般市民などである。これら関

係者の中で TSCA 修正に関して独自に見解を表明した機関として、TSCA を所管する EPA

と化学産業界の団体である ACC が注目される。EPA は、連邦議員が修正法案を策定する過

程で、見直し法規の所管庁として密接に関与したと推定されるが、化学業界団体の ACC と

ともに、修正によって直接的に影響を受ける当事者として、TSCA 修正に関して具体的な見

解を表明した (表 6 参照、星川他, 2010)。 

 

表 6 EPA と ACC が公表した TSCA 修正に係る原則 

EPA の基本 6 原則 (2009 年 9 月) ACC の 10 原則 (2009 年 8 月) 

① 化学物質は、健全な科学に基づく健康及び環境

の保護に関するリスクベースの判断を反映し

た安全規準に照らして評価されること。 

② 製造者は、新規および既存の化学物質が安全で

かつ健康と環境に危害を及ぼさないと結論付

けるのに必要な情報を EPA に提供すること。 

③ リスク管理の確定は、脆弱なサブ集団、費用、 

代替可能性およびその他関連事項を考慮して

行われること。 

④ 製造者および EPA は、既存および新規の優先

物質について時宜に適った方法で査定し行動

すること。 

⑤ グリーンケミストリーが奨励され、また透明 

性および情報への公衆アクセスの規定が強化

① 化学物質は意図された使用に対して安全である

こと。 

⑧ EPA は、科学的に妥当なデータおよび情報を、

その出典にこだわらず、科学と技術の最近の進歩

を反映したものを含めて信頼すること。 

④ 化学物質を製造し、輸入し、加工し、取引しまた

は使用する企業は、EPA が安全使用の判定に必

要である限りの関連情報を EPA に提供するこ

と。 

⑤ 子供が直面している潜在リスクは、安全使用 

の判定で重要な要素になること。 

② EPA は、安全使用の判定のため化学物質を体系

的に優先順位付けすること。 

③ EPA は、安全使用の判定を迅速かつ効率的に行
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されること。 

⑥ EPA の施行に継続的な財政支援が与えられる

こと。 

うこと。 

⑥ EPA には、化学物質が意図される使用において

安全であることを確保する一連の規制を賦 

課する権限が与えられること。 

⑦ 企業と EPA は、化学物質の健康安全情報への公

衆アクセスを強化するため共に作業すること。 

⑨ EPA は、化学物質安全を確保するのに必要な 

職員、財源および規制手法を持つこと。 

⑩ TSCA の近代化は、技術革新および米国の世界的

に競争力のある産業を鼓舞すること。 

（註）各原則の丸数字はそれぞれの原則における記載の順序を示す 

 

５）TSCA の修正の要点 

  TSCA 修正法に基づいて現行法規の規定がどの程度修正されたかを解析するために、両者

の条文を比較して、修正が少なかった事項と大幅に修正された事項を以下のように区分した。 

 

①  修正が少なかった事項 

 修正が少なかった主な事項は、各条の見出しと第 2 条の条文であった。各条の見出しの修

正は、第 6 条、第 10 条、第 14 条の一部修正と、条の本文が削除された第 25 条のみであっ

た。一方、第 2 条の条文は、表 7 に示すように、(c)項に「規定に従って」を追加したのみで

あった。言い換えると、現行 TSCA の現状認識、合衆国の政策および連邦議会の意図は、今

回の見直しでは全く修正する必要がないと判断されたということである。 

 

表 7 TSCA 修正法の第 2 条 

(a)  現状認識 議会は以下のとおり認識する。 

 (1) 人および環境は数多くの化学物質と混合物に毎年曝露されている。 

 (2) 絶え間なく開発され生産される化学物質の中には、その製造、加工、商用の流通、利用および廃

棄が健康または環境に損傷を与える不当なリスク  (unreasonable risk) を示すものがある。 

 (3) そのような化学物質と混合物の州間取引の実効的な規制は、そのような化学物質と混合物の州内

取引の規制にとって不可欠である。 

(b) 政策 合衆国の政策は以下のとおりである。 

(1) 化学物質および混合物の健康および環境に対する影響に関して適切な (adequate) データが作成

される必要があり、かつ、そのようなデータを作成する責任はその化学物質と混合物を製造する

者または加工する者が担う必要がある。 

 (2) 健康または環境に損傷を与える「不当なリスク」を示す化学物質と混合物を規制したり、差し迫

った危害に係る化学物質および混合物に対して措置を講じたりする適切な権限が存在する必要が

ある。 

 (3) 化学物質と混合物に係る権限は、化学物質と混合物の技術開発や取引が健康または環境に損傷を

与える不当なリスクを示さないことを確保するこの法律の第一の目的を満たしつつも、技術開発
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を過度に妨げたり、不要な経済的障壁を生じたりしない方法で行使される必要がある。 

(c)  議会の意図 

 議会の意図は、長官がこの法律を公平かつ慎重に運用すること、および長官がこの法律の下で講じる

または＜追加：規定に従って＞提案する措置について環境的、経済的および社会的影響を考慮すること

である。  

 

② 大幅に修正された事項 

 現行 TSCA に対して大幅に修正がなされた主な事項について、TSCA 修正法の各項・各号

の見出しや規定を現行法と対比してみると、第 4 条 (化学物質と混合物の試験)、第 5 条 (製

造と加工の通知)、第 6 条 (化学物質と混合物の優先順位付け、リスク評価及び規制)、第 8

条 (情報の報告と保存) および政策的な事項である第 14条 (機密情報)、第 18条 (專占権) な

らびに第 26 条 (本法の管理) であった。 

これらの大幅に修正された事項に関しては、下院担当委員会長名の説明資料が、付表 2 に

示す通り公表されたほか、所管当局である EPA のウェブサイトには修正の要点や想定問答集

に加えて、次項に取り上げる執行体制の整備に係る初年次実施計画が公開されている (EPA 

Website)。 

 

６）執行体制の整備に関する EPA の初年次実施計画 

 EPA は TSCA 修正法の執行に不可欠な準備作業を関係者の協働を得て行うために、ウェブ

サイトに初年次実施計画の予定表を公表した。その初年次実施計画は、直ちに実施する事項、

枠組みの構築、および早期と後期の各種行動に分類されており、枠組みの構築の事項には、

初期リスク評価対象物質リストの作成、化学諮問委員会の設置のほか、優先順位付け手続き、

リスク評価手続き、手数料およびインベントリーに関する規則の策定が記載されている。そ

れによると、関連規則は 1 年後までに整備することになっている。 

 

（２）TSCA 修正の特徴 

  2016 年 6 月の TSCA 修正は 1976 年の TSCA 制定以降初めての抜本的修正であった。そ

のため、TSCA の今回の修正内容とアメリカの既存法規見直し・修正過程に分けて、修正の

特徴を指摘する。 

 

１）修正内容の特徴 

まず、TSCA の修正内容の特徴に関しては、2 項目を挙げることができる。 

 

① 現行 TSCA の第 2 条と各条見出しは殆ど修正されなかったこと 

  現行 TSCA の第 2 条と各条の見出しが殆ど修正されなかったことは、連邦議会が主に

TSCA の技術的事項の近代化を目指して見直しを行ったことを意味している。逆に言えば、

化学物質の製造使用実態に基づく関係事業者の主体的なリスク管理を前提にして有害化学物

質を適正に管理する権限を当局に付与するというTSCAの基本的枠組みは変更されなかった

ことを意味する。このような結果になった理由は、TSCA が 1976 年の制定の当初から、世
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界が追い求めてきた化学物質総合管理法の体系を有していたからである。この点は、表 8 に

示されているように、OECD (経済協力開発機構) が、世界的な観点から 1970 年代に化学物

質管理の適正化に着手した時点で、当時審議中であった TSCA の法的枠組みを化学物質総合

管理法のモデルと位置付けたことからも明らかである。 

 

表 8 アメリカ、ＥＵ、カナダ、オーストラリアの化学物質総合管理法の制定時期と 

OECD 理事会決議との関連性 

年月 国際動向 

1971 アメリカ、大統領府が TSCA を提案 

1973.10 (日本、化学物質審査規制法 (化審法) を制定) 註１） 

1974.11 OECD、化学物質の潜在的環境影響の評価に関する理事会勧告 [C(74)215] 

1976.10 アメリカ、TSCA を制定 

1977.07 OECD、化学物質の人と環境への影響を予測する手続きと要件の指針に関する理事会勧告 

[C(77)97] 

1979.09 EEC (EU)、危険物質の分類、包装、表示に係る法規の統一化に関する指令 67/548/EEC の

第６次修正 

1981 オーストラリア、産業用化学物質の通知・評価に係る自主的暫定制度を設定 

1981.05 OECD、化学物質評価データの相互受入れ (MAD; Mutual Acceptance of Data) に関する理

事会決定 [C(81)30] 

1983.07 OECD、新規化学物質の届出における提出データの保護に関する理事会勧告 [C(83)98]、そ

の他 

1987.06 OECD、既存化学物質の体系的調査に関する理事会決定・勧告 [C(87)90] 

1988 カナダ、既存の法律を抜本的に修正して CEPA (カナダ環境保護法) を制定 

1989 オーストラリア、ICNA 法 (産業用化学物質通知・評価法) を制定 

1992.6 国連、UNCED (国連環境開発会議) を開催してアジェンダ 21 註２）を採択 

註：１）日本の化審法は、特定化学物質の取締法であって、化学物質総合管理法ではない。 

  ２）化学物質管理の適正化に係る行動計画はアジェンダ 21 の第 19 章に収載された。 

 

② TSCA 第 26 条 (本法の管理) に法執行の透明性の向上に係る技術的事項の規定を数多 

   く追加したこと 

  今回の TSCA 修正では、第４条 (化学物質と混合物の試験)、第５条 (製造と加工の通知)、

第 6 条 (化学物質と混合物の優先順位付け、リスク評価及び規制) の技術的事項や第 14 条 

(機密情報) が大幅に修正されて、新たに各種の政策、手続き、手引きが整備された。そして

第 26 条 (本法の管理) に、(h)項 (科学的規準)、(i)項 (科学的証拠の重み付け)、(j)項 (情報

の可用性)、(k)項 (無理なく可用な情報) および(l)項 (政策、手続き及び手引き) が追加され

た。このことは、第 2 条の前文の趣旨と同様に、今回導入された技術的事項や政策的事項に

関する行政当局の執行に対して、立法府である連邦議会が一定の制約条件を明示したと解釈

することができる。 
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２）修正過程の特徴 

一方、米国の既存法規の見直し過程に関しては、次の 3 項目を特徴として挙げることがで

きる。 

① 法律の制定や改廃は連邦議会の専管事項であり、法律案は全て議員が策定し提出する 

アメリカの新法の制定や既存法規の見直しは連邦議会の専管事項であり、上下院で討議さ

れる。そうした法律案は、新規法律の制定であるか既存法規の改正であるかに関わりなく、

全て議員が策定して提出する。大統領や行政府には法案の提出権がない。この点、国会に提

出される法律案のほとんど全てが内閣の作成した法律案である日本とは全く異なっている。 

そのためアメリカの連邦議会には、独立行政監視機関の GAO が併設されており、上下院

の委員会や議員は、行政機関の法律運用に係る現状分析や改善方策などについての調査を頻

繁に要請している。このことからも、アメリカの権力分立が極めて厳密に機能していること

が理解できる。 

 

② 連邦議会は、法規の見直しや修正法案の討議のために公聴会を頻繁に開催する 

アメリカの連邦議会の上下院の委員会では、新規法律の制定の時のみならず、法規の見直

しや修正法律案の討議のために公聴会を頻繁に開催する。その対象者の数は多く、日本の国

会における公聴会の対象者が数人程度であるのに対して、100 人を超えることさえもある。

しかも、公聴会における証言は、証人が提出した書面の形で記録され公開されている。 

 

③ 公聴会では、公聴会の討議テーマに適した証人がその都度広い分野から選定される 

アメリカの連邦議会の上下院の委員会で開催される公聴会では、公聴会の討議テーマに適

した証人を確保するために、幅広い分野の人材から選定される。例えば、公聴会が既存法規

の見直しに関して開催される場合、その法規の関係者である産業界、労働組合、学界、市民

団体などの社会各層の代表者に加えて、所管当局 (TSCA の場合は EPA) と独立行政監視機

関の GAO なども、適宜、選定され、対等な立場に立って公聴会で証言をする。 

 

（３）TSCA 修正からみえる日本の課題 

  アメリカの TSCA 修正における法制の見直し過程や修正内容に照らせば、日本の化学物質

管理法制の現状のみならず法制の見直し過程にも、表 9､表 10 に示す通り、数多くの是正す

べき課題が存在することは明らかである。主な事項は次の 2 点であり、とりわけ、化学物質

管理法体系の中核となる TSCA に相当する化学物質総合管理法制を整備すること、および日

本の国会にアメリカ連邦議会の GAO に相当する中央省庁と同等の権限を有する独立行政監

視機関を併設することは、日本の化学物質管理能力の強化のために必須であるだけでなく、

立憲民主政を国是としかつ OECD の加盟国でもある日本として、緊急に取り組むべき課題で

ある。 

 

１）化学物質総合管理法制の欠落への対処 

 日本の化学物質規制法群には、表 10 に示したように、中核となる化学物質総合管理法が
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ない。そのような実態を是正するためには、2009 年 5 月の化審法改正時の両院附帯決議事項

である総合管理法制に係る課題に早急に取り組む必要がある。そして、こうしたことを政府

部内で円滑かつ迅速に進めるためにも、化学物質管理対策のように多数の省庁が関与する基

本的な管理事務は、内閣主導で取り組む体制が不可欠である (星川他, 2015)。 

 

表 9 2009 年 5 月の化審法改正の過程 

年月 改正の経過 

2007.3 

 

2008.12 

 

 

 

2009.2 

 

2009.3 

 

2009.5 

 

2011.8 

経済産業省、産業構造審議会化学・バイオ部会化学物質政策基本問題小委員会の

答申 (中間とりまとめ) を公表した。 

所管３省、厚生科学審議会化学物質制度改正検討部会化学物質審査規制制度の見

直しに関する専門委員会、産業構造審議会化学・バイオ部会化学物質管理企画小

委員会、中央環境審議会環境保健部会化学物質環境対策小委員会合同会合 (化審法

見直し合同委員会) の答申 (報告書) を公表した。 

所管３省、化審法の一部改正法案を閣議決定し、第 171 回通常国会に提出したこ

とを公表した。 

衆議院調査局環境調査室が、国会議員の立法調査活動の一助として「化学物質対

策～国内外の動向と課題～」と題する冊子を作成し公表した。 

政府提出の化審法一部改正法案は、衆議員および参議院の経済産業委員会で討議

され、それぞれ附帯決議を付議して採択された。 

経済産業省、2011 年 8 月の化学物質審議会のパワーポイント資料において、衆議

院附帯決議第１項に基づき「アジアン・サスティナブル・ケミカル・セーフティ

構想」を推進していることを公表した。 

出典：星川欣孝、増田優：化学物質総合管理による能力強化策に関する   

研究（その 23），化学生物総合管理, 12(1); 3-23, 2016.8      

 

２）独立行政監視機関の不備への対処 

 欧米はじめ世界各国が化学物質総合管理法を中核とする包括的な管理体系に移行しつつあ

るのに対して、日本は未だに個別規制法群による分散的な規制体系に止まっている。化学物

質の個別規制法体系から総合管理体系への移行といった抜本的な変革を進めるためには、

個々の規制法の執行に日々携わるが故にそれらの法令に拘りがちな行政府にこれを委ねるだ

けでは不十分であり、変革の実は上がり難いといわざるを得ない。それ故に、憲法が定める

三権分立を実効あらしめるためにも、時代と世界の変化に的確に対応して行くためにも、ア

メリカ連邦議会の GAO に相当する行政事務から独立した行政監視機関を国会に整備するこ

とが不可欠である。 

それゆえ、日米の統治制度に大統領制と議院内閣制の違いはあるものの、日本の場合、日

本国憲法に規定された権力分立の理念が実際の統治体制や制度にどのように反映されている

かについて、改めて検証する必要がある。 

 例えば、日本の独立行政監視機関としては会計検査院がある。この機関の独立性は、憲法と

会計検査院法によって国会、内閣、裁判所のいずれにも属さない機関と規定されている。 
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表 10 日本の分立した化学物質規制法群と国際調和制度の分散的な導入の実態 

                      出典：星川欣孝、増田優：化学物質総合管理による能力強化策に関する   

研究（その 22），化学生物総合管理, 10(2); 4-24, 2015.3      

 

しかし、その主な任務は行政機関の財務監査のみであって、法規の運用などを含めた行政事

務の実績を評価する業績評価は実際上これまで対象にしていない。 

こうした事情を背景に、民主党が 1996 年に国会の行政監視機能の強化を意図して行政監

視院法案を提出したことがあったが、廃案となった。それを契機に、両院の委員会活動の活

性化策として国会法だけでなく、会計検査院法も改正されて以下のことが決定された (衆憲, 

2003)。 

① 衆議院決算行政監視委員会および参議院行政監視委員会の設置 

② 行政監視に資する制度の整備・創設 

イ） 報告書・記録の提出要求制度の整備 

ロ） 会計検査・報告要請制度の創設 

ハ） 衆議院委員会が調査局長または法制局長に下調査を行わせる「予備的調査制度」

の創設 

③ 衆議院調査局の設置等 

 しかし、これらの制度のその後の運営状況をみると、各府省の活動に対して業績評価を適

切に行っている気配は全く認められない。また、新たに設置された報告要請制度にしても年

毒物及び劇物取締法(1950年12月制定)

消防法・危険物の規制に関する政令 (1959年9月制定)

高圧ガス保安法(旧高圧ガス取締法：1951年6月制定)

化学物質審査規制法(1973年10月制定)

化学物質（排出把握）管理促進法(1999年７月制定)

労働安全衛生法(1972年6月制定)

有害物質含有家庭用品規制法(1973年１0月制定)

有機溶剤中毒予防規則
特定化学物質障害予防規則
鉛中毒予防規則
四アルキル鉛予防規則
粉じん障害予防規則、その他

消費生活用製品安全法(1973年6月制定)

家庭用品品質表示法(1962年5月制定)

火薬類取締法(1950年5月制定)

危
険
有
害
物

消
費
者
安
全

大気汚染防止法（1968年3月制定）、悪臭防止法（1971年6月制
定）、オゾン層保護法（1988年5月制定）、水質汚濁防止法（1970

年12月制定）、ダイオキシン類対策特別措置法（1999年7月制
定）、土壌汚染対策法（2002年2月制定）、その他

環
境
保
全

新規化学物質審査

安全データシート交付

ハザード分類

製造・輸入

貯蔵

使用

回収・廃棄

優良試験所規範

輸
送
安
全

販売
化
学
物
質
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

初期リスク評価

容器包装ラベル表示

輸送

爆発性の物、発火性の物、
引火性の物、その他政令
指定物

道路運送車両法、鉄道営業法、
船舶安全法・危険物船舶運送・貯蔵規則
（1957年8月制定）、
航空法施行規則（1962年7月制定）、
その他

海洋汚染及び海上災害防止法（1970年12月制定）

OECD

OECD

OECD

UN

UN

ILO,UN

(国際的な調和制度) (個別規制法の分立状態)
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間数件程度の調査要請だけであり、十分に活用されている状況ではない (星川他, 2011)。 

それゆえ、独立行政監視機能に関する日本の実態は、立法府と行政府の役割分担が三権分

立の本来の役割になっていないことが足枷となり、上記のように、国会法や会計検査院法の

改正によって中途半端な制度を設けても、実効的な効果を発揮することができず、むしろ状

況をさらに悪化しているのではないかと危惧せざるを得ない状況である。 

 

Ⅱ．本研究シリーズの総括：化学物質総合管理体系の構築を超えた日本のより根本的

な課題 

 「化学物質総合管理による能力強化策に関する研究」と題する本研究シリーズは、「化学生物

総合管理」誌に、第 1 報の『「ナショナル・プロファイル」に基づく管理能力強化の緊急性』

が 2006 年 6 月に収載されて始まり、2016 年 8 月に第 23 報の「TSCA の修正は化学物質総合

管理法制のさらなる進展 (2)」が掲載されている。それら各報の副題と内容の要点は付表 3 の

とおりである。しかし、本研究シリーズの取組みに先立っては、(独法) 製品評価技術基盤機構

が 2005 年 2 月に開催した欧米調査団に同行して REACH 規則案の動向を調査しており、本研

究シリーズの第１報を投稿する前に 2 報を同学会誌に投稿したので、付表 3 にはそれら前報の

表題も記入している (星川他, 2005a, b)。 

本研究シリーズで取り上げたテーマは当初から二つの流れがあった。一つは、化学物質管理

の適正化に係る国連の一連の国際会議で採択された行動計画や OECD の数多くの理事会決議

などの理念や方策などへの日本の対応、およびそれらに基づき国際協調活動を介して標準化さ

れた管理制度や管理手法とは異なる関係省庁の縦割り分担規制的な取組みなどに対する批判的

な検証である。もう一つは、2005 年から約 10 年間の化学物質関連省庁が委員会活動などで作

成した化審法の改正に係る資料を含む諸々の成果物に関する化学物質総合管理の観点からの検

証であった。 

 そして 2016 年 6 月には、本研究シリーズで得られた成果に基づいて、「化学物質総合管理法

制－官主導に捉われた半鎖国状態をただす方策」と題する単行本 (星川, 2016a) および「化学

物質総合経営学－規制から管理そして価値創造へ」と題する単行本 (増田他, 2016) が出版され

た。 

さらには、時とともに広がる化学物質総合管理を巡る世界の動向と日本の状況の乖離を見る

につけ、本シリーズの内容はそこに止まることなく、より根本的な問題へと拡大していった。

アメリカのTSCA見直し過程に照らして日本の法律見直し過程の問題点を検証した本報文もこ

の文脈の上にあるが、その萌芽は既に、OECD が加盟国の規制改革の取組みを審査した特別プ

ログラムにおける日本の行政改革会議の成果などに関する審査を取り上げた本研究シリーズの

第７報に見ることができる (星川他, 2008)。そして、その OECD の審査結果によっても日本の

法律見直し過程の改善すべき課題が数多く指摘されている (OECD, 2004)。 

すなわち、OECD は日本の法律見直し過程の実態を 2 度にわたって審査して、規制の質を確

保するための日本の統治システムに潜む主な欠陥を 13 項目も指摘した。それらの中でアメリ

カの法律見直し過程との対比で認められた相異点に関連する項目は、以下のとおりであった  

(山本, 2006)。 
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日米の法律見直し過程の相異に関連する OECD 審査団の指摘事項： 

a) 省庁から独立して各省庁の規制活動を日常的に監視する機能がない。 

b) 省庁の政策部門と執行部門の機能が十分に分離していない。 

d) 政府の中枢に新規規制の質を確保する能力がない。 

f) 現行の規制改革原則には省庁を改革に仕向ける明確さがない。 

g) 各省庁に改革原則を遵守するよう奨励する手引きを作成していない。 

h) 規制の審査や設定に関する政府全体の明示的な判断基準を設定していない。 

j) 政策評価の明確で透明な統一審査基準を設定していない。 

k) 行政手続法の遵守状況を点検する確たる過程がない。 

m) パブリックコメント手続きの対象に政府提出法案が含まれていない。 

 これらは、日本の統治システムが立憲民主政の権力分立を形としては持っているものの、そ

の実態はアメリカのように国民主権を前提にする実効的な権力分立とは程遠いことを示唆して

いる。しかも、規制改革で導入された諸制度も、実態的には国民の視点からのものでなく、関

係省庁の自己評価の範囲内に止まっていて、それぞれの統一的な手引き類を整備して国民に公

開することも行われていない。そのために関係省庁の恣意的な運用の幅が極めて広いという欠

陥を有している。 

言い換えれば、日本の現行の法律見直し過程は、1997 年の行政改革会議の最終報告書に描か

れた理念に立ち戻って抜本的に構築し直す必要がある (星川他, 2011)。そしてその際には、

OECD の審査で勧告された改善すべき課題への対応も織り込んで、立憲民主政に相応しい実効

性が高く透明性の高い統治システムを実現することを目指す必要がある。 

1970 年代以降の国際的な論議を踏まえ、欧米をはじめとする世界各国は、有害な特定の化学

物質を各種の法令に基づき個別に各省庁が分散的に規制する法律体系から脱却し、全ての化学

物質を民間の創意工夫を活かしながら包括的にリスク管理していくための化学物質総合管理法

の制定を進めつつ、分野や省庁の枠を超えた統一的・一元的な法律体系を構築してきた。 

しかし日本は、この世界の潮流に反し未だに分散規制の状況にある。これは正に、日本の現

行の法律見直し過程に不備があることを示す証左であるとともに、日本が立憲民主政に相応し

い実効性が高く透明性の高い統治システムを実現できていないことによりもたらされた結果で

ある。 

こうした現状を改革して行くことは容易なことではない。多面的な措置が必要であることは

間違いないが、まず手始めとしてアメリカ連邦議会の GAO に相当する行政事務から独立した

行政監視機関を国会に整備し強化充実して行くことによって権力分立の実を有らしめてゆくこ

ともひとつの道であろう。 

 

おわりに 

 日本の国際競争力について懸念する声が聞かれるようになって早くも 20 余年が過ぎた。多

くの資金が景気回復やデフレ脱却、そして競争力強化や大学改革などの掛け声のもとに投じら

れてきたが、その効果は明らかでない。明らかなことは世界において他に例を見ない巨大な債

務が残されているという事実である。 

国際競争力に影響を与えるのは資金だけではない。それよりもより大きな影響を与えるのが
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法律をはじめとする諸々の制度や仕組みである。グローバル化の進展や技術革新の急進は社会

を大きく変えつつあり、そして情報化の次の段階へのばく進は世界に如何なる状況をもたらす

のか想像することさえ容易ではない。社会も世界も急速に変革し異次元の段階に突入しつつあ

るかのように見える。こうした現実の動きと制度や仕組みが乖離すれば、そこには大きな軋轢

が生じ、社会は混乱し競争力にも大きな悪影響をもたらすことになる。国際競争に曝されてい

るのは、企業や労働者だけではない。法律も制度や仕組みもまた、国際競争の中にあって競い

合うことを免れることはできない。 

10 余年に及ぶ本研究シリーズの論述は、化学物質の管理に関する領域における、欧米を筆頭

に世界が化学物質総合管理という新しい理念のもとに多数存在した個別規制法を包括管理法の

下に体系的に整理再編することにより新たな高みに昇華していく過程を示した。その一方で、

個別分散的な規制法群の深みにはまったまま、未だに一歩も踏み出せないでいる日本の姿や課

題を明らかにした。こうして、この領域の法律や制度が国際競争力を失ったことが、国民の健

康の維持向上や環境の保全に影響を与えているのみならず、多くの産業や雇用に影響を与えて

いることを指摘してきた。 

資金を投下する政策は、制度や仕組みを変える政策に比べて容易である。制度や仕組みを変

えようとすれば、それによって影響を受けると思う多くの者が必ず反対するのに対して、資金

を投下すれば黙っていても人は依ってくる。甘い砂糖に蟻が集まるがごときである。それだけ

に、制度や仕組みの変革には、にわか作りではできない難しさがあり、より多くの時間と労力

と知恵を費やす必要がある。 

ましてや、この度世界で起きた化学物質総合管理法制の導入といった体系の大きな変革は、

それまでの法律や制度を全て取り出して再検証し、社会の現状と世界の趨勢を踏まえて体系的

に再構築する知性と胆力が必須である。もはや、こうしたことを一個人の努力に委ねる時代で

はない。組織間の反目や軋轢を超えてそうした体系的な検証を常日頃から行う体制の構築こそ

日本の喫緊の課題であるというのが、本シリーズの 23 報とこれを基にまとめた 2 つの書籍を

踏まえた上で、本シリーズの最終報としての本報の提起である。 

化学物質総合管理の領域で起きたこと、即ち、本研究シリーズで示したことは、特殊なこと

ではない。世界と日本との係わりの中で、日本において色々な分野で多々起きていることであ

る。その意味で、本シリーズ、あるいは、これを基に出版した 2 つの書籍は、それぞれの分野

で日本の現状を顧みるときに、一つの良き例題になることを期待している。そして本報が、そ

れらに共通するより根本的な問題点に対するひとつの答えを与えることを祈念している。 
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付表 1 TSCA 修正に係る連邦議会とその他活動の状況 

年月 状 況 

2001.2 

2003.10 

欧州委員会：「今後の化学物質政策に係る戦略」と題する白書を採択 

欧州委員会：REACH 規則案を欧州議会および閣僚理事会に提出 

 

2005.6 

 

2005.7 

 

2005.11 

 

 

2006.8 

 

 

2006.12 

 

2007.8 

 

2008.5 

《第 1 期》 

GAO 報告書：化学物質規制：健康リスクを査定し化学物質評価計画を管理する EPA の能力を

改善する選択肢はある GAO-05-458 

F.ローテンバーグ上院議員ら： TSCA 修正法案 (S. 1391：子供・労働者・消費者安全化学 

  物質法または子供安全化学物質法) を提出 

B.ラッシュ下院議員ら：TSCA 修正法案 (H.R. 4308：子供・労働者・消費者安全化学物質 

  法または子供安全化学物質法) を提出 

GAO 報告書：アメリカ、カナダおよび欧州連合 (EU) の取組み GAO-06-217R 

上院委員会：TSCA と EPA 化学物質管理計画の監視について公聴会を開催 

GAO 証言報告：化学物質規制：EPA の化学物質評価計画の有効性を改善する措置の必要 

性 GAO-06-1032T 

カナダ：カナダ環境保護法(CEPA)1999 に基づく新化学物質管理計画を発表 

欧州議会・閣僚理事会：REACH 規則を採択 (2007 年 6 月施行) 

GAO 報告書：有害物質リスクに対処するアメリカの取組みと最近成立した EU の取組みの 

  比較 GAO-07-825 

S.ヒルダ下院議員ら：TSCA 修正法案 (H.R. 6100：子供安全化学物質法) を提出 

 

2009.1 

 

2009.2 

 

2009.8 

 

2009.9 

2009.11 

2009.12 

 

 

2010.2 

2010.3 

 

 

 

 

2010.4 

《第２期》 

《共和党ブッシュから民主党オバマへの政権交代》 

下院小委：TSCA の再検討について公聴会を開催 

GAO 証言報告：化学物質規制：TSCA の有効性を強化する選択肢 GAO-09-428T 

ACC (アメリカ化学協議会)：TSCA の近代化 10 原則を発表 

NGO 連合の”SCHF” (より安全な化学物質、健康家族)：TSCA 修正の見解を発表し、TSCA 

変革プラットホームを設置 

EPA 長官：化学物質管理法制の変革に関する基本原則を発表 

下院小委：化学物質の安全を確定する優先順位付けについて公聴会を開催 

上院委員会：TSCA の監視について公聴会を開催 

GAO 証言報告：化学物質規制：TSCA の改善の見解 GAO-10-292T 

13 州の環境規制当局：TSCA 変革原則を発表 

上院小委：有害物質への市民曝露の科学の現状について公聴会を開催 

下院小委：TSCA と PBT 物質: 国内措置と国際措置の検討について公聴会を開催 

上院小委：化学物質安全法の修正に対する事業者の観点について公聴会を開催 

F.ローテンバーグ上院議員ら：TSCA 修正法案 (S. 3209：安全化学物質法案) を提出 

B.ラッシュ下院議員ら：TSCA 修正の討議草案を提出し、下院委員会の審議を経て 2010 

  年 7 月に TSCA 修正法案 (H.R. 5820：有害物質安全法) を提出 

下院小委：H.R. 5820：有害物質安全法について公聴会を開催 
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2010.7 

2010.10 

上院小委：有害物質と子供の環境健康について公聴会を開催 

《中間選挙》 

 

2011.2 

2011.4 

2011.11 

2012.7 

2013.2 

 

2013.3 

 

2013.5 

 

2013.6 

 

 

2013.7 

 

2013.9 

 

2014.2 

 

2014.2 

2014.3 

2014.11 

2015.3 

 

 

2015.4 

 

 

 

 

2015.5 

2015.6 

2015.12 

2016.5 

2016.6 

 

《第３期》 

上院小委：アメリカの化学物質安全法規の有効性の評価について公聴会を開催 

F.ローテンバーグ上院議員ら：TSCA 修正法案 (S. 847：安全化学物質法案) を再提出 

上院委員会：S. 847：安全化学物質法案について公聴会を開催 

上院委員会：有害化学物質への曝露を管理する EPA の権限と措置の監視について公聴会を開催 

《F. ローテンバーグ民主党上院議員が 2014 年に立候補しないことを表明し、産業界は超党派

で TSCA 修正法案を提出するよう要請》 

GAO 報告書：有害物質：EPA は化学物質を評価して管理することに務めたが、その取組みを

強化しうる GAO-13-249 

F. ローテンバーグ議員：共和党の D. ビター議員らと超党派で S.1009：化学物質安全改善法案

を提出 

下院小委：TSCA の Title I：その経緯と影響の再検討について公聴会を開催 

GAO 証言報告：化学物質規制：有害物質管理法 (TSCA) と EPA の実施に関する見解 

GAO-13-696T 

下院小委：新規化学物質の規制、企業機密情報の保護及び技術革新について公聴会を開催 

上院委員会：有害化学物質の脅威への対処による公衆衛生保護の強化について公聴会を開催 

下院小委：TSCA 第 6 条と 18 条の既存化学物質の規制及び專占権 (preemption) の役割につい

て公聴会を開催 

下院小委：TSCA 第 4 条と第 8 条の化学物質の試験及び情報の報告と保存について公聴会を開   

  催 

J. シムカス共和党下院議員：TSCA 修正法案 (商業化学物質法) の討議草案を発表 

下院小委：商業化学物質法の討議草案について公聴会を開催 

《中間選挙》 

T. ウダル民主党上院議員：D. ビター共和党議員らと超党派で“S. 697：F. ローテンバーグ 21

世紀化学物質安全法案”を提出 

上院委員会：“F. ローテンバーグ 21 世紀化学物質安全法案”について公聴会を開催 

J. シムカス共和党下院議員：P.トンコ民主党議員らと超党派で“H.R.2576：TSCA 近代化法案”

を提出 

下院小委：超党派の TSCA 近代化法案について公聴会を開催 

上院委： 超党派の“F. ローテンバーグ 21 世紀化学物質安全法案”の修正版を 15 対 5 で可決 

下院小委：超党派の“H.R. 2576：TSCA 近代化法案”の修正案を 21 対 0 で可決 

下院本会議：超党派の“H.R.2576: TSCA 近代化法案”を 398 対 1 で可決 

上院本会議：超党派の“S. 697：F. ローテンバーグ 21 世紀化学物質安全法案”を採択 

下院本会議：TSCA 修正の最終合意案を 403 対 12 で採択 

連邦議会：TSCA 修正妥協法案を採択 

オバマ大統領：TSCA修正妥協法案 (H.R. 2576: Frank R. Lautenberg Chemical Safety for the 

21th Century Act; TSCA Modernization Act of 2015) に署名 
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付表２ 下院担当委員会長名で公表された TSCA 修正両院妥協法案の要点 

事項 概 要 

既存化学物質 現行法の懸念：TSCA 施行以降 40 年間に EPA が既存化学物質を規制するために (＊第６

条に基づいて) 行った処置は僅かであった。多くの者は、その理由について負担が最低 

(least burdensome) である規制選択肢を用いて既存化学物質を管理すべきとする要件

などを指摘して現行法に責任があるとする。 

TSCA に基づく EPA の処置がないために、各州、訴訟当事者さらには消費者製品小売

業者が、次第に特定の化学物質を必ずしも科学的な解析に頼ることなく、制限するよう

になってきた。下院および上院は昨年、TSCA の下で化学物質のリスクを管理する法的

障壁に対処する法案を採択した。 

妥協方策：下院採択法案、上院採択法案および妥協法案は、いずれもこの問題に同じよう

に対処する。つまり、化学物質規制の過程を２つの段階、化学物質のリスク評価と問題

が見つかった化学物質のリスク管理に分けて対処する。 

リスク評価：化学物質の規制が正当であることを決定する最初の段階は、費用や他の非リ

スク要因を考慮せずに、ハザードと曝露を調べて化学物質がもたらすリスクを科学的に

評価することである。 

リスク管理：化学物質が不当なリスク (unreasonable risk) をもたらすと EPA が判断し

た場合、EPA には最低の表示または通知から完全な (outright) 禁止にいたるリスク管

理規則を公布することが要求される。そして規制選択肢を選択する際に、EPA は健康と

環境に対する化学物質の影響、化学物質の便益および合衆国の経済、小企業および技術

開発に対する影響などの規制の経済的帰結を検討するものとする。検討結果、規則の費

用と便益および規制の費用有効性が、実施できる限り考慮されるものとする。 

化学物質を禁止または制限することを決定する場合、EPA は実行可能な代替物の可用性 

(availability) を検討するものとする。そしてリスクに対して著しく寄与しなければ、リ

スク管理規則に先立って設計された一定の複合耐久消費財や電子製品の交換部品は禁

止や制限から除外する。物品 (article) は当該物品への曝露に基づくリスクに対処する

のに必要な限りのみで制限しうる。化学物質の重要な (critical) 使用も、より安全な代

替物がない限り、制限から除外しうる。例えば、制限を適用すると経済、国家安全また

は重要な生活基盤が損なわれる。あるいは化学物質が健康、安全または環境に相当な便

益をもたらす場合である 

新規化学物質 現行法の懸念：TSCA 第５条では、新規化学物質が上市される (または既存化学物質を重

大な新規利用 (significant new use) で商業的に利用する) 90 日前に、製造業者または

加工業者は当該化学物質の製造または加工の意図を知らせる情報を付けて EPA に通知

する。そして EPA が 90 日以内に明白な措置を採らなければ、商業生産を開始してよい

ことになっている。 

 下院採択法案は第５条を修正しないが、上院採択法案は、新規化学物質および新規利用

について費用や他の非リスク要因を考慮しないで審査し(review)、製造が始まる前に、

化学物質の潜在的リスクに関して知識に基づき、規制などの決定を断定的に

(affirmatively) 行うことにした。 
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妥協方策：妥協法案には上院採択法案の重要な要素が含まれている。すなわち、EPA は費

用を考慮しないで新規化学物質がもたらすリスクの水準について審査して断定的な結論 

(finding) を定めるものとする。したがって当該化学物質は、EPA が規則を定めるまで、

商業的に製造することも、また費用を考慮しないで決められる EPA の制限を順守しな

いで製造することもできない。さらに妥協法案は、EPA が当該化学物質に対して決定を

行い、また必要な規制選択肢を 90 日以内（時間がさらに必要な場合でも 180 日以内）

に選定するよう予定表を厳しくすることに努めている。 

 妥協法案は新規化学物質の不当なリスクに関して４つの選択肢を定めている。つまり、

(1)不当なリスクがある (この場合、EPA は現行 TSCA 第５(f)項の規制措置を直ちに講

ずる)；(2)大量になれば不当なリスクがありうる、または決定に情報が十分でない (この

場合、第(e)項の命令の発布となる)；(3)使用の条件下ではリスクが無さそうである (こ

の場合、製造を開始しうる) または(4)上記(3)の部分として、ハザードが低いゆえ製造を

開始しうる。 

化学物質の試

験 (chemical 

testing) 

現行法の懸念：TSCA 第４条は、化学物質に対する EPA の懸念に十分な論拠がある限り、

様々な状況の下で新規および既存の化学物質の試験実施を要求する包括的な 

(sweeping) 権限を規定する。しかしながら試験を要求するためには、新らたな試験で対

処しうる情報に欠落があり、新たな試験を規則の策定によって義務付けて、告示と意見 

(notice and comment) の対象にしなければならない。そのため EPA は、過去 40 年間

に規則を告示する重荷のため、約 400 件の試験規則しか告示していない。 

 下院採択法案は新規試験に関する EPA の権限を強化する方向で試験規定に変更を加え、

上院採択法案は、EPA が試験を要求する場合の化学物質評価と規制過程に特定の規定を

追加して現行規定を差し替え、さらに規則の公示に変えて EPA に命令の権限を容認し

たり、動物試験の抑制を目指したりする規定を加えた。 

妥協方策：妥協法案は現行法を維持しているが、EPA が試験を命令する場合の評価と規制

の過程における重要な点 (例えば、リスク評価の優先順位付けやリスク評価そのもの) 

の規定を加え、さらに TSCA に基づく動物試験の要求を抑制する。 

化学物質の報

告 (chemical 

reporting) 

現行法の懸念：TSCA 第８条はかつて合衆国市場に存在した全ての化学物質のインベント

リーを維持するよう EPA に要求する。 

下院採択法案は TSCA のこの部分を修正しないが、上院採択法案は、インベントリーの

更新に関して EPA に多くの細目を加え、さらに化学物質の命名法に係る規約の使用を

要求した。 

妥協方策：妥協法案は EPA のインベントリーを更新し、命名法規約を成文化する。 

商業上の機密 

(trade secre 

ts)の保護 

現行法の懸念：現行 TSCA 第 14 条には EPA が規制過程で共有せざるを得ない企業機密情

報 (confidential business information; CBI) の保護に関する厳しい規定がある。一旦

請求があれば、その CBI は EPA が保護の法定要件に適合しないことを見出すまで保護

が継続する。このような厳しい保護は産業に化学物質情報を市民から隠蔽させることに

なると主張する団体もある。 

 下院採択法案は現行法の骨子を維持したが、商業上の機密は健康と安全の調査の範囲に

限って保護されることを明確にして保護期間を 10 年間に制限し、また健康または環境
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の保護のために CBI を利用しうる対象者の範囲を拡張した。一方上院採択法案は、請求、

立証と再実証、審査、請求の裁定および商業上の機密の強制的な開示に関する体系を創

出した。 

妥協方策：妥協法案は提出された商業上の機密を EPA が 10 年間保護することを規定する

が、特許の化学組成が公開される場合に化学物質の製造工程に係る機密も明かされる。

妥協法案はまた、請求、立証と再実証、審査および商業上の機密の保護に関する請求の

裁定に関する上院の体系を採択する。 

州‐連邦の関

係 (連邦法の

專占 (fede 

ral preem 

ption)) 

現行法の懸念：EPA が僅かしか規制しない現状では現行法の(＊第 18 条に係る) 懸念は殆

どない。しかし EPA がより活発になって、連邦の優先権が司法の判決を含む既存の州

法などを無効にし、一定の新規化学物質の使用に対して優先権が適用されるならば、懸

念が発生する可能性がある。 

 下院法案は、現行 TSCA の優先権の規定を一般に維持したが、州法などが連邦の要件に

相反しないようにし、カリフォルニア州の Proposition 65 やグリーンケミストリー法な

ど一定の州法を優先権から除外し、さらに州の不法行為・契約法を保護する規定を挿入

した。一方上院法案は、優先権の一次的休止制度を設け、優先権に例外を設け、犯罪、

不法行為および契約に係る州裁判所の判決を確保し、カリフォルニア州の表示と化学物

質管理法を維持する規定を設けた。 

妥協方策：妥協法案の優先権は、州政府などが (1)連邦の情報作成の要件と重複しない、

(2)EPA の科学的リスク評価が不当なリスクはないと判定したり、EPA がリスク管理規

則を公布したり、重要新規利用や新規化学物質の届出を要求した化学物質を制限しない

という一般的規定で書き始められる。・・・ 

科学 現行法の懸念：懸念は化学物質のリスク評価の仕方に関して合衆国科学アカデミーが立ち

上げた。規制はリスクの点検に基づく記述にすぎないことから、懸念は EPA が最善の

可用な、客観的な、質の高い科学的慣行に一致しているかを決定していないことである。 

妥協方策：妥協法案は、上下院の採択法案と同様に科学的証拠の重み付け (weight of the 

scientific evidence) に基づいて決定を行うことを要求する。また妥協法案は、上院採択

法案と同様に、EPA が科学的情報、技術的手続き、基準 (measures)、方法および上院

採択法案に記述される高品質の科学的要素に基づいて記述される実施要領 (protocols) 

を用いることを要求する。 

手数料 現行法の懸念：TSCA 第 26 条は、EPA が第４条の試験規則と第５条の新規化学物質と新

規利用の規定に従って収集する情報に対してのみ手数料を集めることを規定している。

1976 年の料金によると、手数料の上限は 2,500 ドルで、小企業は 100 ドル以下が要求

される。基礎的な文書 (underlying text ?) が押し付ける主な新規要件に照らすと、費

用を相殺する額まで高める必要がある。・・・ 

妥協方策：妥協法案は、一つの規定で収集した手数料を同じ化学物質の試験、評価と規制

および情報保護の規定の取組みに使用を認める。そして全体の上限は、新規と既存の化

学物質の規制と試験命令に関する EPA 費用の 25％または 2,500 万ドルのどちらか低い

額とし、製造業者が自らの製造物質のリスク評価を要求する場合には評価と規制に係る

費用の全額を製造業者が支払う。 
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付表３ 本研究シリーズの前報から第 24 報 (本報) までの副題と内容要点の一覧 

No 

(年月) 
副題 前報表題および内容要点 

前報 

(2005.8) 

― （前 2 報の表題） 

① EU の新化学物質政策にみる化学物質総合管理に進展－行政および産業界の行動評価指標の開発を目指して－ 

② 化学物質管理能力の抜本的強化構想－化学物質総合管理体系への枠組みの変革－ 

1 

(2006/6) 

「ナショナル・プロフ

ァイル」に基づく管理

能力強化の緊急性 

IFCS 各省庁連絡会議は 2003 年 10 月に「化学物質の管理に関するナショナル・プロファイル」と題する報告書を

公表した。この表題の報告書の目的は本来、日本の化学物質管理の現状を分析し適正化のための課題を抽出するこ

とであるべきだが、その報告書には現状分析に関する記述は含まれていない。そこで、国際的な取決めや

UNITAR/IOMC の各種手引書、各国の対応の状況などを調べて、「化学物質管理に係るナショナル・プロファイル」

による現状分析とそれに基づく改善行動計画の策定が日本にとって緊急性の高い課題であることを指摘した。 

2 

(2006/6) 

化学物質の初期評価お

よび関連情報の一元的

管理の重要性 

厚生労働省、経済産業省および環境省は、2005 年 6 月に「既存化学物質の安全性情報の収集・発信に向けて－Japan

チャレンジプログラムの提案－」を発表したが、この提案には既存化学物質の人の健康や環境への有害影響に関す

る初期評価およびハザードデータなどの関連情報の公開に関する政府の見解や政策は示されていない。そこで、既

存化学物質に関する OECD・HPV (高生産量化学物質) 評価プログラム、米国および EU の HPV に関する活動の現

状、および化学産業の HPV イニシアティブについて調べ、HPV の初期評価と情報公開のあり方について考察し、

OECD・HPV プログラムを中心とする初期評価を重点的に行う必要性があることなどを提言した。 

3 

(2006/12) 

ハザード分類と表示の

世界調和は管理適正化

の要 

化学物質のハザード分類、容器・包装への表示および安全データシートを GHS（世界調和システム）に基づいて世

界的に調和させることは、2008 年を目標期限とした国連経済社会理事会の決議（勧告）により具体的に動き出した。

そこで、これに関連する日本の取り組みである厚生労働省の毒物劇物取締法に係る措置および労働安全衛生法の改

正を取り上げ、これらと GHS の調和原則、ハザード分類や表示の調和に期待される効果および欧米の法律体系や取

り組みの現況などとを対比させ、厚生労働省の取り組みなどには国際公約に対して逆行するという問題点があるこ

とを指摘した。 

4 化学物質総合管理法制 日本の化学物質管理能力を抜本的に強化するため、現行法律体系を全体として組み直して世界の潮流である化学物
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(2006/12) を実現するための方策 質総合管理の法制に変革する方策が不可欠であることから、OECD や ILO が国際協調活動で確立してきた化学物質

総合管理の概念や基本的な管理要素、米国と EU が長年運用してきた化学物質総合管理法制の実際を参照しつつ、

日本の現行法律体系の改善すべき特異性を明らかにし、日本が今後導入するべき化学物質総合管理の法制に関して

化学物質総合管理の基本理念、化学物質総合管理法制の基本形などを明らかにし、それを実現するための方途につ

いて提言した。 

5 

(2007/6) 

 

未確定リスクの対処指

針策定と評価能力強化

の必要性 

リオ宣言第 15 原則の予防的方策に係る日本および EU、イギリス、カナダの取り組みを適用指針の策定に注目して

調査し、また、イギリスとカナダの化学物質管理やリスク評価の能力強化に係る取り組みについて調査して、これ

らの地域や国は 1992年 6月のUNCEDにおけるリオ宣言やアジェンダ 21の採択に呼応して化学物質管理やリスク

評価の能力強化に計画的に取り組んでおり、予防的方策の統一指針の策定もその一環であったことを明らかにした。

そして、日本の第 3 次環境基本計画における予防的方策に係る記述を含めて、日本政府のこのような政策課題に対

する姿勢は、化学物質管理の国際調和の必要性が高まっている時代の取り組みへと根本的に改める必要があること

を提言した。 

6 

(2007/12) 

化学物質総合管理法の

骨子案と今後の課題 

化学物質に係る日本の管理制度の現状は、数多くの法規や行政事務に分散してますます複雑化し、実効性や効率性

だけでなく、整合性や透明性にも欠けたまま推移してきた。こうした現状を変革して社会の化学物質管理能力を抜

本的に向上させる方策を検討してきた結果、もっとも有効な方策は国際的に合意された管理概念や管理制度を体系

的に取り入れた化学物質総合管理の法律を制定し、その法律の執行を担う唯一の独立行政機関と総合評価機関を設

置することであると判断し、その考え方に基づく法律の骨子について一つの試案を提示し、かつ、今後検討が必要

となる現行関連法規の整理統合という課題について具体的な案を提示した。 

7 

(2008/6) 

実効的な市民参加には

真の規制改革が不可欠 

日本が国際合意に呼応して社会の化学物質管理能力を強化するための課題の一つは、広範な関係者との協議の場を

設定して化学物質管理の現状分析を行い、それを基に６報で提言した新法の制定を含む改善行動計画を策定して実

行することである。そこで、主に行政の政策形成・実施過程への多様な関係者や市民の参加の問題を取り上げ、OECD

の規制の質の確保に係る活動および日本の規制改革に対する OECD 審査における勧告を参照しつつ、行政手続法に

よるパブリックコメント制度や化審法等の見直しを行っている省庁別審議会の欠陥や限界などを分析し、また、規

制政策の形成実施過程への市民参加のあり方や縦割り行政の弊害を是正する規制改革のあり方などを考察して、実
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効的な社会各層の参加の場を構築して化学物質総合管理法制を実現するためには、関係省庁の行政事務の分担を修

正する真の規制改革が必要であることを指摘した。 

8-a 

(2008/12) 

化審法見直し合同委員

会報告書案の比較分析

による問題点の明確化 

国際的な合意に呼応して化学物質関連法体系を化学物質総合管理法制へ抜本的に変革することが喫緊の課題となっ

ている中、最近関係３省が公表した化審法見直し合同委員会の報告書案について、本研究シリーズの６報に提示し

た化学物質総合管理法の骨子案と比較して問題点を検証した。そして、関係３省の報告書案は化学物質総合管理法

制への変革の方向を示さず、現行化審法の規制体系の継続を重視して部分的修正を指向していることから、欧米先

進国はもとよりアジア周辺諸国においても化学物質総合管理法制が整いつつある中で、日本はさらに孤立化すると

ともに、化学物質の人と環境への影響を防止することに支障をきたすおそれがあることを指摘した。 

9 

(2009/12) 

 

国権の最高機関の決議

に応える要諦は国際合

意の誠実な履行 

2009 年の化学物質審査規制法改正では政府が提案した改正案に対して衆参両議院が数多くの附帯決議を付した。そ

れらの決議事項の多くは日本の化学物質管理の体制強化に係る広範な課題を提起しており、言わば、国権の最高機

関である国会が政府に対して国際的潮流である化学物質総合管理を受け入れ、SAICM 等の国際合意を確実に履行す

るよう要請した形となった。そこで、両議院附帯決議の詳細な分析に加え、政府が進めている SAICM への対応の

問題点を解明して、政府が両議院附帯決議の下で SAICM への対応を遂行する際に必要となる取り組みのあり方に

ついて考察し、国際合意の誠実な履行の観点からも、また、国内の化学物質の総合管理能力の強化のためにも、広

く関係者の参加を得て化学物質管理のナショナル・プロファイルを策定し、それを基に国内実施計画を策定して実

行する手続きを踏む必要があることを改めて提言した。 

10 

(2009/12) 

化審法改正の問題点と

国会附帯決議への対応

の重点 

９報に引き続いて、化審法の改正に係る問題点と国会附帯決議への対応の重点について具体的に考察した。化審法

の改正に係る問題点としては、化学物質の定義の見直しが行われなかったこと、環境中で分解しやすい化学物質ま

で規制対象に加えたこと、優先評価化学物質の評価に SIDS を用いること、および国際公約が求めている国内現状

の検証や分析を行わなかったことなどについて詳しく論考し、一方、国会の附帯決議への対応の重点については、

とりわけ重要な二つの事項、つまり、総合的、統一的な法制度と行政組織のあり方の検討および国際合意を遵守す

る国の責任と具体的なスケジュールの明確化を取り上げ、カナダの先進的な取組事例を参考にしつつ、化学物質総

合管理の観点からそれらへの対応の具体的なあり方を提言した。 

11 TSCA の修正は化学物 2010 年 4 月と 7 月に米国議会に提出された TSCA（有害物質管理法）の修正に係る２つの法案を取り上げ、修正法
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(2011/6) 

 

質総合管理法制のさら

なる進展 

案に掲げられる立法政策とそれを具体化する方策とを概観して法案が目指す修正の方向性について考察した。この

TSCA 修正の意図は、製造加工の現状申告、リスク評価の優先物質リスト、安全規準判定、最小データセットなど

に新たな制度を導入して現行 TSCA の使い勝手の悪さを解消することに加えて、カナダや EU の類似法制の理念や

方法論との整合性を高めて現行 TSCA の実働性と透明性を抜本的に改善することであった。一方日本では、先般の

化審法改正に際して衆参両議院が決議した「化学物質の総合的・統一的な法制度の検討」という重要課題さえも取

り上げる気配にないことから、世界の標準である化学物質の総合管理に関する包括的な法律を制定して取締法的な

現行法律体系を整理統合することが喫緊の課題であることを改めて指摘した。 

12 

(2011/6) 

独立行政監視機関は民

主的統治システムに不

可欠な機能 

11報で取り上げた米国のTSCA (有害物質管理法) の見直しに対するGAO (政府説明責任庁) の独立行政監視機能の

重要性についてさらに考察するため、カナダとオーストラリアの化学物質総合管理法制への変革の経緯や既存化学

物質の体系的なリスク評価の取組状況と両連邦政府の行政活動に対する独立行政監視機関の実績評価の状況などを

調査した。その結果明らかなことは、いずれの国の統治システムも立法府と行政府の関係が三権分立の想定する役

割分担になっており、かつ、行政府の活動に対する独立監視機能が十分役割を果たしていることであった。それに

対して、日本の行政施策の質の改善に係る諸制度や独立行政監視機関の実態は、三権分立が想定する機能を十分果

たすものでなく、民主的統治システムに相応しい体制へ抜本的に変革することが望まれることを指摘した。 

13 

(2011/12) 

化審法改正時の国会附

帯決議への対応の検証

と今後の課題 

化審法改正時の国会附帯決議への対応である二つの動き、一つは民主党の化学物質政策プロジェクト・チーム (民主

党 PT) が提示した化学物質管理対策の今後の方向性と化学物質対策基本法 (仮称) 骨子案について、もう一つは民

主党 PT に対する関係省庁の反応と経済産業省の国会附帯決議に関わる取組みを検証した。その結果、民主党 PT が

提示した基本法骨子案は化学物質の「環境」面の「規制」対策に偏ったもので、政府が直面している化学物質総合

管理法制への変革に係る国際合意への対応を指向するものでないこと、および民主党 PT の基本法骨子案に対する関

係省庁の反応として国会附帯決議事項に関して具体的な検討を行っていない不作為の実態が裏付けられ、とりわけ

経済産業省の対応には課題に対して齟齬のあることを明らかにした。そして、政府が取り組むべき今後の課題とし

て、度重なる国際合意に留意しつつ関係者を幅広く招集して、透明性の高い体制を整え、国会附帯決議への対応の

方向性と取り組むべき課題の優先順位を明確にすべきことを提言した。 

14 REACH 規則にみる化 社会で取り扱われる化学物質の包括的なリスク評価・管理における情報共有公開基盤の在り方に関する研究の第１
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(2012/6) 学物質総合管理の情報

共有公開システム 

報として、EU の REACH 規則に係る情報共有公開システムを取り上げて、その情報共有公開に係る理念、規則の

規定事項および執行機関等が運営するホームページに収載される関連情報について調査した。そして、REACH 規

則の情報共有公開基盤の特徴として、社会に流通する化学物質を実際に管理している個々の事業者が当局に提出す

るリスク評価・管理に係る情報が情報共有公開システムの最も重要な情報になっていること、事業者と執行当局 

(ECHA) との間および EU 加盟国当局と ECHA との間の情報の授受が REACH-IT という情報管理システムを介し

てペーパーレス化されていることに加えて、それら情報の一元的な公開によって化学物質管理に関わる幅広い情報

の社会各層での共有化が図られていることに特に注目する必要があることを指摘した。 

15 

(2012/12) 

化学物質の総合管理に

関する法律要綱試案 

日本の化学物質管理能力を強化するために、OECD が 1970 年代に確立し加盟国に実施を要請した化学物質総合管

理の概念に基づく包括的な管理法を整備し、そして既存関連機関からの機能や人材の糾合によってそれを一元的に

執行する行政機関を設置すべきことを主張してきたが、そうした主張の実現を促すために、６報で発表した化学物

質総合管理法骨子案に基づいて作成した法律要綱試案を提示した。その構成は、総則、管理の標準的手順、基本的

管理制度、執行体制の整備、雑則および関連法規の整理・統合であり、関連する法規や制度の整理・統合の例とし

ては、新規化学物質届出審査制度と安全データシート交付制度および毒物劇物取締法と家庭用品規制法の新管理法

への統合、さらには化審法については、新管理法と重複する規定を削除してストックホルム条約に対応する国内実

施法に改めるべきことを提案した。 

16 

(2012/12) 

計画と呼ぶに値しない

日本の SAICM 国内実

施計画の検証 

化学物質管理に携わる関係省庁が 2012 年 9 月に発表し国際機関に提出した日本の SAICM 国内実施計画について、

その策定の目的や内容の問題点および策定過程の欠陥などについて検証した。その文書の目的と内容は、政府が国

際的に公約した SAICM 基本文書に規定された社会の化学物質管理能力を強化するための行動計画から全く逸脱し

たもので、日本国として国際機関に提出するに値しない粗末な単なる参考資料に過ぎないものであった。また、策

定過程で行われたパブリックコメント手続きにおける応募意見の処理は行政手続法の理念を蔑にする全く非民主的

な扱いであることを明らかにした。そして、関係省庁の縦割り行政を抜本的に改めるには福島原発国会事故調査委

員会が 2012 年 7 月に国会に提言したように「規制当局に対する国会の監視」、「新しい規制組織の要件」などの視点

を化学物質管理の領域にも適用すべきことを提言した。 
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17 

(2013/6) 

国民の健康と競争力を

害する合同検討会中間

取りまとめの検証 

厚生労働省、経済産業省および環境省の化学物質規制関係３省４課室は、「今後の化学物質管理政策に関する合同検

討会」を 2012 年 4 月に設置し、グローバル化等に対応した体系的な危険有害性情報の収集・評価等の進め方とサプ

ライチェーンにおける統一的な危険有害性情報の伝達・提供等の進め方について９月に中間取りまとめを公表した

が、検討会の課題設定のあり方や中間取りまとめ案に当初含まれていた体制や制度に係る中長期的な課題が検討会

の最終段階で完全に削除されたため、その経緯を検証して今後論議が再開される場合には 2009 年 5 月の化学物質審

査規制法改正時の国会の附帯決議や SAICM の国際合意に基づき国民の期待する社会の化学物質管理能力の強化を

目指して総合的な包括的法制度と一元的な執行体制の検討を目指すべきことを提言した。 

18 

(2013/6) 

TSCA にみる化学物質

総合管理の情報共有公

開システム 

社会で取り扱われる化学物質の包括的なリスクの評価や管理に関わる情報共有公開基盤の在り方に関する研究の第

２報として、米国の TSCA (有害物質管理法) の情報共有公開システムを取り上げ、公開情報の透明性や市民アクセ

スの改善に係る所管当局の取組み、法律の規定や当局が運営するウェブサイトに収載される関連情報について論考

した。そして、TSCA の情報共有公開システムの特徴として、EU の REACH 規則の場合と同様に、社会で取り扱

われる化学物質を実際に管理する個々の事業者が当局に提出するリスクの評価や管理に係る情報が情報共有公開シ

ステムの重要な情報になっていることと、事業者が当局に提出する情報について機密企業情報 (CBI) に対する保護

措置が備わっていることを指摘した。加えて、このような化学物質管理に関わる幅広い情報を社会各層で共有する

ことが WSSD の 2020 年目標の達成の確認に必要であることを提言した。 

19 

(2013/12) 

国際整合性に道をひら

く化学物質総合管理法

要綱案に基づく情報共

有公開基盤の構築 

化学物質のリスク評価とリスク管理に関わる包括的な情報共有公開基盤の在り方に関する調査研究の第３報とし

て、本研究シリーズの 15 報で提案した化学物質総合管理法要綱案の情報共有公開基盤も参照しつつ、経済産業省、

厚生労働省および環境省の化学物質対策部門のウェブサイトにおける情報公開基盤の実態について論考した。そし

て、日本の関係省庁の公開情報システムは、REACH 規則や TSCA などの化学物質総合管理法制に基づく情報共有

公開基盤と異なり、社会で取り扱われる化学物質のリスク評価やリスク管理の実態を国民に分かり易く説明するよ

うに設計されていないことを明らかにし、2009 年 5 月の化審法改正時の国会附帯決議に基づいて早急に総合的かつ

統一的な化学物質管理の法制と一元的な所管行政機関を整備するとともに、その新法に基づいて国際的に整合した

情報共有公開基盤を構築すべきことを提言した。 
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20 

(2013/12) 

 

製品中規制対象物質の

情報伝達に係る内外の

取組みの検証 

製品中化学物質の情報をサプライチェーン内事業者間で伝達共有するスキームに関して経済産業省が 5 月に設置し

た研究会について、主に化学物質管理の適正化に係る国際協調活動の進展と関連する国際合意に対する政府の履行

状況の観点から検証し、そして、アジア諸国に化学物質総合管理法が普及してきた背景に国連機関の長年にわたる

支援活動があることと、製品中化学物質情報の伝達共有に関して既に SAICM がより広い観点からの取組みを決定

している現状を考慮すれば、日本が独自に伝達共有スキームを開発するのでなく、SAICM の枠組みの中で国際標準

に日本の経験を織り込んでいくことが産業界の競争力の強化になることなどを指摘した。 

21 

(2014/8) 

国際競争力の向上に不

可欠な化学物質総合管

理法制 

政府の「規制改革実施計画」に化学物質審査規制法 (化審法) の新規化学物質審査制度が取り上げられたことを検証

するため、まず化審法が米国、EU、カナダおよびオーストラリアの化学物質総合管理の法規に比肩しうる包括的な

化学物質のリスク管理に係る法規でないことを明らかにし、裏付けとして、産業競争力に関わる規定ならびに包括

的な化学物質リスク管理に特有な、①重要新規利用の届出制度、②企業機密情報の保護・補償制度および③既存化

学物質のリスク評価計画などが化審法にないことを提示した。加えて、日本の事業者の主体的管理や産業競争力の

脆弱性を示唆する最近の９件の事例を取り上げ、それら事例の発生と包括的な管理法制がないことやそれぞれの事

例に係る個別規制法の不備等との関連性を分析し、そして、現時点で政府が取り組むべき課題は、化審法への拘り

から脱却し、2009 年 5 月の化審法改正時の国会附帯決議に呼応し、かつ、1970 年代に OECD (経済協力開発機構) の

理事会決議によって要請された化学物質総合管理の概念を踏まえて、日本の化学物質管理の国際整合性を確保して

事業者の負担を合理化することであることを改めて提言した。 

22 

(2015/3) 

化学物質管理の国際合

意への対処に内閣主導

は不可欠 

化学物質の適正管理に係る一連の国際協調活動への日本政府の対応に関して、1970 年代の OECD や ILO などの取

組みへの対応および 1990 年代以降の UNCED や ICCM の合意に基づく活動への対応について検証し、そして、日

本は法体系を適切に改変しなかったため、今ではアジアの諸国にも立ち遅れており、最近の SAICM 国内実施計画

の策定に見られたように、関係省庁が国際的に合意した理念や目的に沿った行動計画を策定することすらできない

状況にあることを指摘した。このような状況を打開して日本の化学物質管理能力の向上を実現するためには、縦割

り分散的な体制に馴染んだ関係省庁に国際合意への対応を委ねるのでなく、内閣主導の下で包括的な対処方針を明

確にして取り組む必要があり、当面の措置として、SAICM 国内実施計画の策定について内閣の主導の下で改めて検

証すべきことを提言した。 
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23 

(2016/8) 

TSCA の修正は化学物

質総合管理法制のさら

なる進展 (2) 

アメリカ連邦議会における有害物質管理法 (TSCA) の見直しについては本研究シリーズの第 11 報で既に取り上げ

たが、その後の状況について論考し、2009 年 5 月の化学物質審査規制法 (化審法) の改正過程と対比して日本の既

存法規見直し過程の問題点を検証した。TSCA の見直し過程に認められる特徴は、①既存法規修正案の連邦議会へ

の提出者、②連邦議会に併設される独立行政監視機関、および③連邦議会における公聴会の頻繁な開催であり、こ

れらの特徴を有さない日本の統治システムは立憲民主制の三権分立や国民主権が極めて不明確であることを指摘

し、加えて、政府の政策や規制の質に関する制度等の現状と OECD が 2004 年にそれらに関連して実施した審査結

果を参照して、日本の規制の質の改善に係る現行制度等は OECD が指摘した対策課題を考慮して見直す必要がある

ことを改めて提言した。 

24 

(2017/12) 

アメリカの TSCA 修正

の経過と本研究シリー

ズの総括 

前報で取り上げたアメリカの TSCA (有害物質管理法) 修正の全貌と本研究シリーズの全体的な総括について記述し

た。TSCA 修正の全貌に関しては、修正内容の特徴と米国の法規見直し過程に対比して日本の法律見直し過程の問

題点を明示し、本研究シリーズの全体的な総括に関しては、これまでの 23 報の報文で取り上げた各テーマの包括的

な傾向について論述した。そして、著者が最も重視してきた日本の法律見直し過程の改善に関連して本研究シリー

ズで取り上げた二つの事例、衆議院の行政監視に係る制度見直しと OECD が 2004 年に実施した日本の規制改革に

関する審査結果について記載した。 
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【報文】 

Simplified Dynamic Model of Two-sided Platform Businesses 

Yoshiaki ICHIKAWA 

Visiting professor, Center for Rule-making Strategy, Tama University, 

Shinagawa INTERCITY 5F, 2-14-14 Konan, Minato-ku, Tokyo, 108-0075 Japan 

Abstract: The concept of innovation includes a drastic transformation in business models, specifically, 

switching from a conventional product-out type model to a platform type. This article proposes a simplified 

dynamic model of a two-sided platform in order to gain insights for promoting this innovation. The model 

is constructed with time as a variable and attractiveness coefficients as key constants governing the growth 

rate of the scale of a platform. This dynamic model derives an explicit equational solution on the volumes 

of the platform users (Provider-users and End-users), including an exponential function of time which 

explains the typical growth pattern of this type of business. The competition between different platforms 

is modeled and simulated as well. This article also provides platform owners with practical suggestions 

obtained through the dynamic model. 

 

Key words: platform, two-sided platform, dynamic model, two-sided market, multi-sided platform 

 

 

要旨：ビジネスモデルの大胆な改変，とりわけ既存のプロダクトアウト型からプラットフォー

ム型へのスイッチングはイノベーションの一つと言える。本報文はこのイノベーションを推進

するための洞察を得るためにツーサイドプラットフォームの単純化された動的モデルを提案す

る。このモデルは時間を変数とし，魅力係数という定数を用いており，「プロバイダユーザ」と

「エンドユーザ」という二つのユーザーの規模の時間変化に関する解析解を導出できる。この

解析解には，時間の指数関数が含まれており，プラットフォームビジネスの典型的な成長曲線

を説明できる。さらにプラットフォーム間の競争についてのモデルとシミュレーション結果を

示し，これらのモデルから得られるプラットフォームオーナーに向けた実用的な示唆を与える。 

 

キーワード：プラットフォーム，ツーサイドプラットフォーム，動的モデル，ツーサイドマーケ

ット，マルチサイドプラットフォーム 
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1. Introduction 

1.1 Platform business model and innovation 

"Innovation" is often understood as a novel technological advancement. But it is also recognized, especially 

among business practitioners, as the application of existing technologies to a novel business model. Under 

the latter context, one of notable recent innovative occurrences in businesses is the transformation from a 

product-out type business model to a platform business model. 

Figure1 shows the profile of a product-out type conventional business model. The pattern of this business 

for a provider is just providing customers with its own products (including services) and obtaining a return 

(revenue). During the transition from the initial stage to a growing stage, the number of customers and the 

sales volume increase almost proportionally. The growth curve of this business model is often linear and 

saturated soon (as shown in the upper right corner), because a resource limitation shortly starts affecting 

the provider. The provider has to increase the capacities for both production and sales to keep up with the 

potential market expansion. This however rarely continues due to a concern on the over-investment risk, 

which often ends up with offering business opportunities to competitors and the growth will be saturated 

soon.   

 

 

Figure 1  A profile of a product-out type business model 

 

Figure 2 shows the recently emerging business model, called "platform business model". The platform is a kind 

of provider, but it provides services to another third party provider (e.g. "provider-user" in the figure) as well as 

end-users. The key role of the platform is to facilitate provider-user businesses by making available platform-

specific functions as well as collecting end-users to the platform on behalf of provider-users.   

The platform obtains its own return as a portion of the returns obtained by the provider-users. The typical 

case of this model is Apple's "App Store", which is an e-commerce marketplace only for iPhone and iPad 

users and software providers. In 2016, the total amount of sales of App Store was 28 billion US dollars1) 
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and the return of Apple (as a platform) was estimated 30% of it. 2.2 million Apps (application software) 

are offered from the provider-uses to end-users on the App Store platform.    

It is obvious that if Apple does the development of Apps by itself, 2.2 million Apps should not have been 

developed and the total revenue should have been much smaller. As speculated in this example, the 

platform is almost free from the resource limitation in contrast to the product-out type business model. In 

the period of the growing stage, not only the number of end-users increases but also that of the provider-

users does and the growth trend shows exponential curve due to the intrinsic nature of the platform business 

as described in section 2.1. 

Hurdles for this business model are unique, firstly the platform has to be sufficiently attractive for both 

provider-users and end-users to collect the large number of them, and secondary, an appropriate return 

mechanism for the platform has to be designed meticulously from the beginning, which is acceptable to 

the provider-uses. In most cases, the percentage of return can be reduced but cannot be raised afterwards.  

In addition to the App Store example, the successes of platform business models are actually seen in the 

cases of Google (in its web advertising business), Amazon, Uber, Airbnb, Shopping-point cards, and more 

that is emerging every day in other areas where innovation is happening.  

  

 

Figure 2  A profile of a (two-sided) platform business model 

 

1.2 Related literature 

The theory on two-sided platform business model was initiated by Rochet and Tirole (2003)2), and explored 

by many other articles such as those written by Evans (2003)3) which dealt with anti-trust matters, 

Armstrong (2006)4) which dealt with competition in two-sided markets, and Hagiu and Wright (2015)5) 

which dealt with the trade-offs for a company's decision between going for a platform or conventional 

business model. Those articles all focused on identifying the optimal stable point of balance in the market 
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in terms of demand and pricing.  

Sinha, Colombo, Shougarian, and L. de Weck (2015)6) did a unique analysis on the dynamic characteristic 

of the platform business model utilizing the dynamic system theory which can deal with a transient 

behavior before reaching the statistic balance by introducing "t" (time) in the equation. Such a dynamic 

analysis is more useful for platform business owners because after starting-up a new business, they first 

need a guidance on how to grow their business before reaching a saturated stable balance. This work was 

based on a detailed dynamic equation of a platform characteristics and thus no analytical simple solution 

was derived.  

This article also addresses the dynamic feature of two-sided platform business model. In contrast to the 

work above6), this article proposes even more simplified equations which allow deriving an analytical 

solution as an explicit equation that easily explains why the platform grows in an exponential manner (i.e. 

network externality appears) as well as the rigorous conditions to realize such a growth curve. These results 

offer easy-understanding insights to business practitioners. This article also addresses the competition 

between different platforms, which is of a crucial interest of the practitioners.  

 

2. Simplified model of a two-sided platform 

2.1 Single model 

We start from describing classic two-sided platform in a very simplified manner based on the model 

illustrated in Figure 3. There are no price effect taken into account. Only the volume of User A (provider-

user) and User B (end-user) are the target parameters to be analyzed. The volume can be regarded as either 

the number of users (for User A and B both), the number of products and services (for User A), or the 

purchase volume (for User B). 

 

 

Figure 3  The simplified dynamic model of two-sided network 

 

As included in the model of Figure 3, a set of simple equations is assumed to describe the interaction of 

the two parameters; 
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 ∆𝑚𝐴(𝑡) = 𝐵 × 𝑚𝐵(𝑡)                                                         (1) 

∆𝑚𝐵(𝑡) = 𝐴 × 𝑚𝐴(𝑡)                                                         (2) 

where the time "t" is a variable and  denotes the increase of each parameter 𝑚𝐴(𝑡) and 𝑚𝐵(𝑡) with time. 

The increase can be interpreted as either the time derivative, or the difference between the time t+1 and t.  

The author calls these relationships as "Symbiotic Interaction" since this is a set of typical equation in the 

field of biology describing the growth curves of two organisms living dependent each other, and is called 

symbiotic. The interpretation is simple, each cannot grow without the other, and grows in proportion to the 

number of the other. 

The equation (the model) is simple because no price factors are taken into account and the coefficients A 

and B are assumed constant. In this article they are named the "attractiveness coefficient" of User A and 

that of User B respectively. It can be pointed out that A and B may change in time as well as change 

according to the price levels for the transactions between User A, User B, and the platform. However, we 

can reasonably assume that during a limited interval of time (such as "a year") they are almost constant, 

especially in a growing stage of the platform. In practice the prices cannot be changed so frequently. This 

article therefore dares neglect those changes in order to derive an essential and intrinsic dynamic feature 

that is easily visible and understandable. 

The set of equations is easily interpreted by starting with time derivative.  

𝑑

𝑑𝑡
𝑚𝐴(𝑡) = 𝐵𝑚𝐵(𝑡)                                                         (3) 

𝑑

𝑑𝑡
𝑚𝐵(𝑡) = 𝐴𝑚𝐴(𝑡)                                                         (4) 

The analytical (closed-form) solution of this set of equations regarding 𝑚𝐴(𝑡) is the following. 

𝑚𝐴(𝑡) =
1

2√𝐴
{(√𝐴𝑚𝐴(0) + √𝐵𝑚𝐵(0))𝑒√𝐴𝐵𝑡 + (√𝐴𝑚𝐴(0) − √𝐵𝑚𝐵(0))𝑒−√𝐴𝐵𝑡}         (5) 

  

 

The other solution for 𝑚𝐵(𝑡)  is completely reciprocal in terms of suffixes A and B so that the author 

skips describing it. A distinct element appearing in the equation is 𝑒√𝐴𝐵𝑡. This explains why the growth of 

platform business follows an exponential curve. It is obvious that the second term is minor due to the factor 

𝑒−√𝐴𝐵𝑡 which converges to zero. This equation thus can be approximated by an even more simplified 

equation as follows; 

𝑚𝐴(𝑡) ≅
1

2√𝐴
(√𝐴𝑚𝐴(0) + √𝐵𝑚𝐵(0))𝑒√𝐴𝐵𝑡                                     (6) 

An insightful result derived from this equation is that the factor of exponential growth (network externality) 

Major term Minor term 
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depends on √𝐴𝐵. The sole condition of the network externality realization is that the both attractiveness 

coefficients A and B have to be positive (non-zero). At the same time they are multiplied each other and 

thus complementary; if A is small then a large B can compensate or vice versa. This result alone can be of 

a great value for platform owners to understand and evaluate their businesses if they can identify them and 

monitor during their business growth as suggested in subsection 3.4 later. 

Another insight is obtained from the term;  √𝐴𝑚𝐴(0) + √𝐵𝑚𝐵(0). If the initial volumes of each users 

( 𝑚𝐴(0) 𝑎𝑛𝑑  𝑚𝐵(0)) or only either one of them is large, the exponential growth kicks-in quickly. This 

explains so-called "the chicken and egg dilemma" meaning that at least one of the two initial values has to 

be large enough to exploit the benefit of network externality. It is also said a snowball does not role 

downhill by self-growing unless it has a critical mass.  

 

2.2 Simulated competition between two platforms 

It is believed that "Scale trumps differentiation" in the competition of platforms7). "Scale" corresponds to 

"volume" in this article. "Differentiation" includes the quality, price and function which have been believed 

the source of key competitiveness of a product in a conventional market. By looking at the equations (1) 

and (2), it is noted that the volumes 𝑚𝐴(𝑡) and 𝑚𝐵(𝑡) largely effect the growth of the business and quite 

in line with "Scale trumps differentiation" idea. On the other hand, differentiation of products or platform 

can be understood as significant contributing factors to the attractiveness coefficients A and B, which can 

also largely influence the growth curve.  

The competition between two platforms is not so intuitively predicted. This subsection starts with a 

mathematical model of the competition and tries simulating the competition using a very simple tool such 

as a spreadsheet. 

Let 1 and 2 denote the suffixes for two different platforms; Platform 1 and Platform 2. Assume that the 

market is already saturated but there is a time-dependent change in the share of the two platforms that is 

to be analyzed. The saturation does not mean "stable" but expressed by the following equation for the User 

A of the both platforms.  

  ∆𝑚𝐴1(𝑡) = 𝐵1𝑚𝐵1(𝑡) − 𝐵2𝑚𝐵2(𝑡)                                         (7) 

  ∆𝑚𝐴2(𝑡) = 𝐵2𝑚𝐵2(𝑡) − 𝐵1𝑚𝐵1(𝑡)                                         (8) 

The differences from the previous model (equations (1) and (2)) are the negative terms appearing on the 

right hand side, which represent the take-away effect of the other platform and featuring the competition. 

By adding (7) and (8), we find  ∆𝑚𝐴1(𝑡) + ∆𝑚𝐴2(𝑡) = 0 , which means the market is saturated by the 

two platforms competing each other.   

In the same manner, the equations for User B of the both platforms are as follows; 

  ∆𝑚𝐵1(𝑡) = 𝐴1𝑚𝐴1(𝑡) − 𝐴2𝑚𝐴2(𝑡)                                         (9) 

  ∆𝑚𝐵2(𝑡) = 𝐴2𝑚𝐴2(𝑡) − 𝐴1𝑚𝐴1(𝑡)                                        (10) 

Figure 4 graphically illustrates this situation. 
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Figure 4  A model of competition between platforms (for a saturated market) 

 

We can easily simulate by introducing digitized form interpretation (i.e. replacing  with the change 

between (t+1) and (t), for example, change “∆𝑚𝐴1” to “𝑚𝐴1(𝑡 + 1) − 𝑚𝐴1(𝑡)” in equation (7). See 

appendix for other details) and observe the change in the volumes of both platforms.  

(Case 1)  See the initial volume effect having the same set of A and B (attractiveness coefficients) 

𝐴1 = 𝐴2 = 2.0 , 𝐵1 = 𝐵2 = 0.03 

𝑚𝐴1(0) = 850, 𝑚𝐴2(0) = 1150, 𝑚𝐵1(0) = 11000, 𝑚𝐵2(0) = 9000  

(Initially, Platform 1 has a larger volume in User B but smaller in User A compared to Platform 2) 

 

 

Figure 5  A simulated result for the shares in User A (case 1) 

 

The figure 5 shows the share (the percentage of each platform in the total) of Platform 1 (red) and Platform 

2 (blue) in User A from t=0 to t=10. Initial growth of Platform 1 is observed due to the advantage of a 

larger 𝑚𝐵(0) against platform 2. Later on, the advantage decreases and platform 1 is overwhelmed by 

the platform 2 eventually as the advantage of platform 2 having a larger 𝑚𝐴(0) starts kicking-in with a 
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delay. This is because the attractiveness coefficient of User A is considerably larger than User B, which 

makes a little larger 𝑚𝐴(0) of platform 2 more influential than a little larger 𝑚𝐵(0) of platform 1. This 

competition ends up with 100% share of the platform 2. 

(Case 2)  See the initial volume effect having the different set of A and B 

𝐴1 = 𝐴2 = 2.0, 𝐵1 = 𝟎. 𝟎𝟒, 𝐵2 = 0.03 (Attractiveness of Platform 1 in User B becomes slightly larger) 

𝑚𝐴1(0) = 850, 𝑚𝐴2(0) = 1150, 𝑚𝐵1(0) = 11000, 𝑚𝐵2(0) = 9000 

 

Figure 6  A simulated result for the shares in User A (case 2) 

 

This simulation used the same setting except the slightly larger attractiveness coefficient of User B in 

Platform 1. The result is drastically changed in contrast to the case 1. Platform 1 continued to grow and 

not overturned being fully propelled by its initial larger volume of User B and consequent rapid growth of 

the both Users. This competition ends up with 100% share of the platform 1. 

 

3. Discussion 

3.1 Trial application to a real-life example 

Figure 7 shows the growth curve of Amazon.com Inc.8) (by dots), which has not drastically changed its e-

marketplace business style, a typical platform business since its start up, except recently introduced cloud 

services (this is however still minor in a net sales). When we let t be the number of years from 1997 to 

2016 (i.e. t = 0 to 19), this graph is approximated by a curved line shown in the figure, which 

is Net sales (M$) = 660.0𝑒0.2989𝑡, with R2 = 0.945. 
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Figure 7  The growth in Net sales of Amazon.com Inc. 

 

The last three years are not well fit but the overall trend is almost exponential. Pease be noted that this 

graph does not show the volume of users but the total revenue of the company and not directly support the 

applicability of the proposed model’s equations (i.e. (1) and (2)) without any available information on the 

volume of each user. This trial however suggests that the Amazon’s growth mechanism can be explained 

to a large extent by using the proposed model. 

 

3.2 Other factors possibly incorporated in the model 

Equations (1) and (2) do not include terms reflecting natural exit rate of users. Let C and D be those natural 

exit rates for User A and User B respectively, the more accurate equations can be obtained. 

∆𝑚𝐴(𝑡) = 𝐵 × 𝑚𝐵(𝑡) − 𝐶 × 𝑚𝐴(𝑡)                                            (11) 

∆𝑚𝐵(𝑡) = 𝐴 × 𝑚𝐴(𝑡) −  𝐷 × 𝑚𝐵(𝑡)                                           (12) 

This makes the analytical solution equation very long, however the exponential terms appear as well. The 

easier utilization of these equations can be done in the digitized form interpretation and simulations with a 

spreadsheet. 

It is not fully accurate to assume that the increase in the volume of users is solely governed by the volume 

of users as indicated in the previous equations because this assumption wrongly concludes that nobody can 

start a new business with zero users at the beginning. Of course the effort of the platform owner to collect 

the initial users is needed aside from the network externality effect. Some may include this platform's 

contribution to the equations. Such as,  
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∆𝑚𝐴(𝑡) = 𝐵 × 𝑚𝐵(𝑡) + 𝑓(𝑡)                                              (13) 

where 𝑓(𝑡)  stands for the effort of platform such as sales and advertising. It depends on the type of 

platform to decide whether such an exogenous effect (other than cross user interactions) has a large 

influence or not.  

     

3.3 Competition in a non-saturated market 

Subsection 2.2 dealt with the competition in the market where all the users are already participating in 

either of the platforms and the competition is modeled like a take-away game between the platforms. If a 

platform owner starts something new and a competitor appears recently, the market is not yet saturated. 

There is some take-away effect from the competitor but not so much significant as shown in equations (7)-

(10). In such a case the equations can be modified as follows; 

  ∆𝑚𝐴1(𝑡) = 𝐵11𝑚𝐵1(𝑡) − 𝐵12𝑚𝐵2(𝑡)                                         (14) 

  ∆𝑚𝐴2(𝑡) = 𝐵22𝑚𝐵2(𝑡) − 𝐵21𝑚𝐵1(𝑡)                                         (15) 

where 𝐵𝑖𝑗 represents an attractive coefficient for a platform i corresponding to each 𝑚𝐵𝑗 on its own (j = 

i) and on the other (j ≠ i). In contrast to the saturated case, they can be different from each other, in particular, 

𝐵21 and 𝐵12 can be smaller than 𝐵11 and 𝐵22. 

 

3.4 Suggestions for platform owners 

The model proposed here in this article (as depicted in Figure 3, equations (1) and (2)) still supports the 

idea of "Scale trumps differentiation" while indicating the importance of attractiveness coefficients as well. 

Suggestions are obtained through the above analysis and discussion to a person who runs a platform 

(platform owner). 

If we start a new platform business with already collected users, the platform's competitiveness will 

become high. This may be realized by transforming a conventional business to a platform. If you are 

currently providing customers with a specific product based on a unique technology in a typical product-

out type business model, soon or later you will encounter the resource restriction; the manufacturing and 

sales force capacities will cap the scale of the business. In this stage, you may be able to transform the 

business to a platform by opening your technology and let other product providers do their own businesses 

based on the technology. They become Provider-user (or User A) and you become a platform owner with 

initial End-users (or Users B) as your current customers. It is not so easy to keep increasing the number of 

end-users so rapidly by your own effort. However by utilizing the resources of Provider-users, the total 

penetration of your unique technology in the market will be accelerated in an exponential manner.   

It is also to be noted that the attractiveness coefficients can be estimated (by a regression analysis) 

periodically by observing the trend in volumes of User A and User B in your business. The results can be 

good indicators for evaluating the competitiveness of your platform.   

Depending on your business model, other factors described in 3.2 would be better included when doing 

such evaluation. If you have or may have a strong competitor, it is useful to evaluate and predict the 
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competition as described in 2.2 and 3.3 then feedback the results to your business strategy.    

 

4. Conclusion 

This article has proposed a very simple dynamic model for two-sided platform businesses. Although it can 

be fine-tuned into more accurate models, it is still valuable to offer basic insights on;  

(1) why and how the scale (volume) matters and leads to an exponential growth curve (as shown in 2.1), 

(2) how the competition between the two platforms often ends up with "winner takes all" result (as shown 

in 2.2) 

(3) how a new platform can be started up, operated, or transformed from the conventional business (as 

discussed in 3.4).    

 

5. Appendix for digitized form of the two-sided platform model 

In Subsection 2.1 only a time derivative interpretation of equations (1) and (2) is described with its 

analytical solution. They can be also interpreted in a digitized manner as follows; 

𝑚𝐴(𝑡 + 1) − 𝑚𝐴(𝑡) = 𝐵𝑚𝐵(𝑡)                                                     (a1) 

𝑚𝐵(𝑡 + 1) − 𝑚𝐵(𝑡) = 𝐴𝑚𝐴(𝑡)                                                     (a2) 

In this interpretation, the term t denotes, e.g., "year", "month" or "day", and it is assumed that the change 

in the volume of users (e.g. new contracts) happens intermittently at each timing "t" (e.g. annually, monthly 

or daily). The analytical closed-loop solution for 𝑚𝐴(𝑡) of equations (a1) and (a2) is as follows. 

𝑚𝐴(𝑡) =  
1

2√𝐴
{(√𝐴𝑚𝐴(0) + √𝐵𝑚𝐵(0)) (1 + √𝐴𝐵)

𝑡
+ (√𝐴𝑚𝐴(0) − √𝐵𝑚𝐵(0)) (1 − √𝐴𝐵)

𝑡
}   (a3) 

The solution for 𝑚𝐵(𝑡) is also reciprocal, i.e. obtained by interchanging "A" and "B". In this case, the 

second term value is not obviously negligible in contrast to that of the time derivative solution eq. (5)). It 

can be large and alternating positive and negative as t increases. But numerically calculated comparison 

between the two terms has shown that the first term grows still faster than the second term and the overall 

shape of the 𝑚𝐴(𝑡) curve is almost exponential being dominated by (1 + √𝐴𝐵)
𝑡
. The condition for the 

exponential growth (or geometric progression) is still the same; A>0 and B>0. The rate of growth is also 

determined by √𝐴𝐵 . 
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【仮訳】 

ツーサイドプラットフォーム型ビジネスの単純ダイナミックモデル 

市川 芳明 

多摩大学ルール形成戦略研究所客員教授 

 

 

要旨：ビジネスモデルの大胆な改変，とりわけ既存のプロダクトアウト型からプラットフォー

ム型へのスイッチングはイノベーションの一つと言える。本報文はこのイノベーションを推進

するための洞察を得るためにツーサイドプラットフォームの単純化された動的モデルを提案す

る。このモデルは時間を変数とし，魅力係数という定数を用いており，「プロバイダユーザ」と

「エンドユーザ」という二つのユーザーの規模の時間変化に関する解析解を導出できる。この

解析解には，時間の指数関数が含まれており，プラットフォームビジネスの典型的な成長曲線

を説明できる。さらにプラットフォーム間の競争についてのモデルとシミュレーション結果を

示し，これらのモデルから得られるプラットフォームオーナーに向けた実用的な示唆を与える。 

 

キーワード：プラットフォーム，ツーサイドプラットフォーム，動的モデル，ツーサイドマー

ケット，マルチサイドプラットフォーム 

 

 

 

1. 序論 

1.1 プラットフォームビジネスモデルとイノベーション 

「イノベーション」と言うと，これまでにない新たな技術的進歩であると理解される場合が多

い。しかし，とりわけ企業経営者の間では，既存の技術を新たなビジネスモデルに応用したも

のと認識される場合もある。後者の文脈において，最近出現したイノベーションのうち特筆す

べきものの一つが，プロダクトアウト型からプラットフォーム型へのビジネスモデルの改変で

ある。 

図 1 は，既存のプロダクトアウト型ビジネスモデルの概略を示している。このビジネスモデル

では，プロバイダは単にその製品（サービスも含む）を顧客に提供し，リターン（収益）を得る

だけである。初期段階から成長段階へと推移する間に，顧客数と売上高がほぼ比例して増加す

る。このビジネスモデルの成長曲線は多くの場合直線的で，すぐに飽和してしまう（図 1 の右

上”成長のトレンド”参照）。なぜなら，ほどなくしてリソースの制限がプロバイダに影響を与え

始めるからである。潜在的な市場拡大に対応するためには，プロバイダは生産能力と販売力の

両方を高めていかなければならない。しかし，過剰投資のリスクが懸念されるため，これはほ

とんどの場合長続きしない。結果としてビジネスチャンスを競合他社に奪われ，すぐに成長が

頭打ちになってしまう場合が多い。   
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図 1 プロダクトアウト型ビジネスモデルの概略 

 

図 2 は，「プラットフォームビジネスモデル」と呼ばれる，最近新たに出現したビジネスモデル

を示している。プラットフォームは一種のプロバイダであるが，エンドユーザだけでなく，別

の第三者プロバイダ（図の「プロバイダユーザ」）にもサービスを提供する。プラットフォーム

の主な役割は，プロバイダユーザに代わってプラットフォームにエンドユーザを集めると同時

に，プラットフォーム独自の機能を利用できるようにすることで，プロバイダユーザのビジネ

スを促進にすることである。 

図 2 （ツーサイド）プラットフォーム型ビジネスモデルの概略 

 

プラットフォームは，プロバイダユーザが得るリターンの一部を自分のリターンとして得る。

このモデルの典型的な例が，Apple 社が iPhone と iPad のユーザーおよびソフトウェアプロバ

イダのみに提供する電子取引市場「App Store」である。2016 年の App Store の売上総額は 280

億 US ドルであり 1)，Apple 社の（プラットフォームとしての）リターンはそのおよそ 30%で

あった。App Store プラットフォームでは，220 万本のアプリ（アプリケーションソフトウェ



Simplified Dynamic Model of Two-sided Platform Businesses 

ツーサイドプラットフォーム型ビジネスの単純ダイナミックモデル 

46 

 

化学生物総合管理          第 13巻  第 1号 

技術革新と社会変革 ―現場基点―   第 9 巻   第 1号 (2017.12)  32-55頁    

受付日：2017 年 5 月 11日  受理日：2017 年 10 月 13日 

連絡先：市川芳明 〒108-0075東京都港区港南 2-14-14品川インターシティ 5F E-mail: yoshiaki.ichikawa.rb@hitachi.com 

 

ア）がプロバイダユーザからエンドユーザへ提供されている。 

もしも Apple 社自身がアプリの開発を行ったとしたら，220 万本ものアプリを開発すること

などできたはずがなく，売上総額はずっと低くなったはずである。この例から推測されるよう

に，プラットフォームは，プロダクトアウト型ビジネスモデルとは異なり，リソースの制限に

よる影響をほとんど受けない。成長段階においては，エンドユーザの数だけでなくプロバイダ

ユーザの数も増加し，成長のトレンドは指数曲線を描く。これは，2.1 節で述べるプラットフォ

ームビジネス固有の性質によるものである。 

このビジネスモデルには特有のハードルがある。まず，数多くのプロバイダユーザとエンドユ

ーザを集められるだけの十分な魅力がプラットフォームに備わっていなければならない。また，

プロバイダユーザに受容されるような，プラットフォームへの適切なリターンの仕組みを，当

初から綿密に設計しておく必要がある。多くの場合，リターンの比率を後から減らすことはで

きても上げることはできない。 

プラットフォーム型ビジネスモデルの成功例は，App Store 以外にも，Google（ウェブ広告ビ

ジネスにおける），Amazon，Uber，Airbnb，各種ポイントカードなどの事例で実際に目にする

ことができる。この他にも、イノベーションの起きているところで日々新たに生まれている。 

 

1.2関連する研究 

ツーサイドプラットフォームビジネスモデルの理論は，最初に Rochet and Tirole (2003)2)に

よって提唱され，その後，独占禁止の問題を論じた Evans (2003)3)，市場における競争を論じた

Armstrong (2006)4)，プラットフォーム型のビジネスモデルを採用した場合と従来型のビジネ

スモデルを採用した場合の企業の意思決定のトレードオフについて論じた Hagiu and Wright 

(2015)5)など，多くの論文によって検討が行われている。これらの論文はいずれも，市場におけ

る需要と価格設定のための最も安定な平衡点の見極めに焦点を当てている。 

Sinha, Colombo, Shougarian, and L. de Weck (2015)6は，動的システム理論を使用してプラ

ットフォームビジネスモデルの動的特性に関する独自の解析を行っている。動的システム理論

では，方程式に“t”（時間）を導入することにより，統計的平衡に達する前の過渡的な挙動を扱

うことができる。このような動的解析はプラットフォームビジネスのオーナーにとってさらに

有益である。なぜなら，新たなビジネスを立ち上げると，そのビジネスを成長させて飽和状態

で安定平衡に到達させるにはどうしたらよいかを示す指針がまずは必要になるからである。こ

の論文はプラットフォーム特性の詳細な動的方程式に基づいており，それゆえ単純な解析解は

導かれていない。 

本報文でもツーサイドプラットフォームビジネスモデルの動的な特徴を取り上げるが，上記の

論文とは異なり，より単純化した方程式を提案する。これにより，プラットフォームが指数関

数的に成長する（すなわちネットワーク外部性が現れる）理由を容易に説明する明示的な方程

式に対する解析解と，そのような成長曲線を実現するための厳密な条件とを導き出すことが可

能となり，その結果，企業経営者に対して理解しやすい洞察を提供できる。また，本報文では，

企業経営者の間で特に関心が高い，異なるプラットフォーム間の競争についても取り上げる。 
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2. 単純化したツーサイドプラットフォームモデル 

2.1 単一モデル 

初めに，図 3 に示すモデルに基づき，典型的なツーサイドプラットフォームについて極端に単

純化して説明する。ここでは，価格効果については考慮しない。解析の対象となるパラメータ

はユーザーA（プロバイダユーザ）とユーザーB（エンドユーザ）の規模だけである。規模とは，

ユーザーの数（ユーザーA，ユーザーB の両方）でも，製品やサービスの数（ユーザーA の場合），

購入量（ユーザーB の場合）と考えてもよい。 

 

図 3 単純化したツーサイドプラットフォームの動的モデル 

 

図のモデルに含まれている通り，二つのパラメータの相互作用を表現するため，以下のように

純化した方程式のセットを仮定する。 

 

       ∆𝑚𝐴(𝑡) = 𝐵 × 𝑚𝐵(𝑡)                                            (1) 

       ∆𝑚𝐵(𝑡) = 𝐴 × 𝑚𝐴(𝑡)                                            (2) 

 

ここで，時間“t”は変数であり，はパラメータ𝑚𝐴(𝑡)と𝑚𝐵(𝑡)それぞれの時間の経過に伴う増分

を示す。増分は時間微分と解釈してもよいし，時間 t+1 と t との差と考えてもよい。 

筆者はこれらの関係を「共生的相互作用」と呼ぶ。というのも，これは生物学の分野で，互い

に依存して生息している（これを共生と言う）2 種類の生物の成長曲線を表す典型的な方程式の

セットだからである。この解釈は単純で，いずれも相手がなければ成長できず，相手の数に比

例して成長する。 

この方程式（モデル）は単純である。価格の要因を考慮していないし，係数 A と B を定数と

しているためである。本報文ではこれらの係数をそれぞれユーザーA とユーザーB の「魅力係

数」と呼ぶ。A と B は時間の経過に伴って変化する可能性があるという指摘や，ユーザーA と

ユーザーB の間の取引での価格レベルやプラットフォームに応じて変わるという指摘も可能で

あろう。しかし，限られた期間内（例えば「1 年」など）ならば，特にプラットフォームの成長

段階においては，ほとんど一定であると仮定しても問題ない。実際，価格はそれほど頻繁に変

更できない。したがって，本報文では，目で見てすぐに認識でき理解できるような本質的かつ

本来的な動的な特徴を導き出すため，あえてこれらの変化は無視することにする。 
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この方程式セットは，時間微分から始めれば容易に解釈できる。 

 

   
𝑑

𝑑𝑡
𝑚𝐴(𝑡) = 𝐵𝑚𝐵(𝑡)                                                   (3) 

   
𝑑

 𝑑𝑡
𝑚𝐵(𝑡) = 𝐴𝑚𝐴(𝑡)                                                   (4) 

 

この方程式セットの𝑚𝐴(𝑡)に関する解析解は以下の通りである。 

 

𝑚𝐴(𝑡) =
1

2√𝐴
{(√𝐴𝑚𝐴(0) + √𝐵𝑚𝐵(0)) 𝑒√𝐴𝐵𝑡 + (√𝐴𝑚𝐴(0) − √𝐵𝑚𝐵(0))𝑒−√𝐴𝐵𝑡}         (5) 

 

 

 

もう一方の𝑚𝐵(𝑡)に関する解は，添字 A と B をすべて逆にしたものであるため，ここでは説明

を省略する。この方程式の中で目に付く要素は𝑒√𝐴𝐵𝑡である。これによって，プラットフォーム

ビジネスの成長が指数曲線を描く理由が説明される。2 番目の項は 0 に収束する因数𝑒−√𝐴𝐵𝑡が

あるため，無視できる項であることは明白である。したがって，この方程式は以下のようにさ

らに単純な方程式によって近似することができる。 

   𝑚𝐴(𝑡) ≅
1

2√𝐴
(√𝐴𝑚𝐴(0) + √𝐵𝑚𝐵(0))𝑒√𝐴𝐵𝑡                                  (6) 

この方程式から，指数関数的成長（ネットワーク外部性）の因子は√𝐴𝐵に依存するという示唆

に富んだ結果が導かれる。ネットワーク外部性を実現する唯一の条件は，魅力係数 A および B

がいずれも（ゼロでない）正の値であることである。また，これらは互いに掛け合わせられてい

るので，補完的な関係にある。つまり，A が小さければ B を大きくすることで相殺されるし，

逆もまた成り立つ。この結果だけでも，プラットフォームオーナーにとって価値の大きなもの

となりうる。ビジネスの成長の間にこれらを特定し監視することができれば，ビジネスを理解

し評価する上で役立つからである。これについては 3.4 節で提案する。 

さらに，  √𝐴𝑚𝐴(0) + √𝐵𝑚𝐵(0)の項からも洞察が得られる。各ユーザーの最初の規模（ 𝑚𝐴(0) 

と  𝑚𝐵(0)）の両方，あるいはいずれか一方が大きければ，指数関数的成長が急速に始まる。こ

れはいわゆる「卵が先か，ニワトリが先か」のジレンマである。すなわち，ネットワーク外部性

の利点を生かそうと思えば，二つの初期値のうち少なくとも片方が十分に大きな値でなければ

ならないのである。雪玉はある程度の大きさに達しなければ，坂道を転がって勝手に大きくな

ることはない，とも言われる。  

 

2.2二つのプラットフォーム間の競争シミュレーション 

プラットフォームの競争では「量は差別化に勝る」と考えられている 7)。「量」は，本報文で言

うところの「規模」に当たる。「差別化」は，従来の市場で製品の主な競争力の源と考えられて

きた，品質，価格，機能などである。方程式(1)と(2)を見ると，ビジネスの成長は規模𝑚𝐴(𝑡)お

支配項 無視できる項 
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よび𝑚𝐵(𝑡)によるところが大きく，「量は差別化に勝る」がかなり当てはまることがわかる。一

方，製品やプラットフォームの差別化は，魅力係数 A および B に重大な影響を与える因子であ

ると考えられ，これらもまた成長曲線に大きく影響する可能性がある。 

二つのプラットフォーム間の競争を，直感的に予測することは難しい。本節では，まず競争を

数学的にモデル化し，スプレッドシートなどのごく簡単なツールを用いて競争のシミュレーシ

ョンを試みる。 

1 と 2 は二つの異なるプラットフォーム（プラットフォーム 1 とプラットフォーム 2）の添字

を表すものとする。市場はすでに飽和状態だが，解析対象の二つのプラットフォームのシェア

は時間の経過に依存して変化するものとする。飽和は「安定」を意味するわけではない。両プラ

ットフォームにおけるユーザーA の方程式は以下のように表現される。 

 

   ∆𝑚𝐴1(𝑡) = 𝐵1𝑚𝐵1(𝑡) − 𝐵2𝑚𝐵2(𝑡)                                    (7) 

   ∆𝑚𝐴2(𝑡) = 𝐵2𝑚𝐵2(𝑡) − 𝐵1𝑚𝐵1(𝑡)                                    (8) 

 

前述のモデル（方程式(1)および(2)）との違いは，右辺にある負の項である。これは，もう一

方のプラットフォームによる横取りの効果であり，競争を特徴づけるものである。(7)と(8)を合

わせると，∆𝑚𝐴1(𝑡) + ∆𝑚𝐴2(𝑡) = 0であることがわかる。これは，互いに競い合う二つのプラ

ットフォームによって市場が飽和していることを意味している。 

同様に，両プラットフォームにおけるユーザーB の方程式は以下のようになる。 

 

   ∆𝑚𝐵1(𝑡) = 𝐴1𝑚𝐴1(𝑡) − 𝐴2𝑚𝐴2(𝑡)                                    (9) 

   ∆𝑚𝐵2(𝑡) = 𝐴2𝑚𝐴2(𝑡) − 𝐴1𝑚𝐴1(𝑡)                                   (10) 

 

図 4 に上記の状況を図示した。 

 

図 4 単純化したツーサイドプラットフォームの動的モデル 

 

差分方程式を導入することによって（を(t+1)と(t)との間の変化で置き換える。例えば，“∆𝑚𝐴1” 

を “𝑚𝐴1(𝑡 + 1) − 𝑚𝐴1(𝑡)”に置き換える。詳しくは付録を参照），容易にシミュレーションを行い,

両プラットフォームでの規模の変化を観察できる。 
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(ケース 1)  

A と B のセット（魅力係数）が同じである場合に，初期規模が与える効果を確認する。 

𝐴1 = 𝐴2 = 2.0 , 𝐵1 = 𝐵2 = 0.03, 

𝑚𝐴1(0) = 850, 𝑚𝐴2(0) = 1150, 

 𝑚𝐵1(0) = 11000, 𝑚𝐵2(0) = 9000 

（プラットフォーム 1 はプラットフォーム 2 に比較して，ユーザーB において初期値が大き

く，ユーザーA においては小さい） 

図 5 は，t=0 から t=10 までの，ユーザーA のプラットフォーム 1（赤）とプラットフォーム 2

（青）のシェア（合計値に対する各々のプラットフォームの規模の比率）を表している。 

 

 

図 5 ユーザーA のシェアのシミュレーション結果（ケース 1） 

 

当初はプラットフォーム 1 が成長していることに気付く。これは，𝑚𝐵(0)の値がプラットフォ

ーム 2 よりも大きいというアドバンテージがあるためである。その後，そのアドバンテージは

減少し，ついにプラットフォーム 1 はプラットフォーム 2 に追い越される。これは， 𝑚𝐴(0)の

値が大きいというプラットフォーム 2 のアドバンテージが遅れて効いてくるためである。なぜ

なら，ユーザーA の魅力係数がユーザーB に比べてかなり大きいので， 𝑚𝐵(0)がプラットフォ

ーム 1 で若干勝っていることよりも， 𝑚𝐴(0)がプラットフォーム 2 で若干勝っていることの方

が大きく影響するためである。この競争はプラットフォーム 2 がシェアを 100%して終了した。 

 

(ケース 2) 

 A と B のセットが異なる場合に，最初の規模が与える効果を確認する 

𝐴1 = 𝐴2 = 2.0, 𝐵1 = 𝟎. 𝟎𝟒, 𝐵2 = 0.03（ユーザーB に対するプラットフォーム 1 の魅力係数を

少し高く設定） 

𝑚𝐴1(0) = 850, 𝑚𝐴2(0) = 1150, 

 𝑚𝐵1(0) = 11000, 𝑚𝐵2(0) = 9000 
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図 6 ユーザーA のシェアのシミュレーション結果（ケース 2） 

 

このシミュレーションでは同じ初期規模を使用したが，プラットフォーム 1 でのユーザーB の

魅力係数をわずかに大きくした。結果は，ケース 1 とまったく異なるものとなっている（図 6)。

プラットフォーム 1 は，最初にユーザーB の規模が大きいことと，結果として両方のユーザー

が急速に成長したことが原動力となり，逆転されることなく成長を続けた。この競争はプラッ

トフォーム 1 がシェアを 100%獲得し終了した。 

 

3. 考察 

3.1現実社会での例での試行 

図 7 に、Amazon.com Inc.の成長曲線を点でプロットした 8)。Amazon は最近始めてまだ売上

規模が小さいクラウドサービスを除き，設立当初から典型的なプラットフォームビジネスであ

る電子市場のビジネススタイルを極端に変更していない。 

t を 1997 年以降の年数とすると（t=0～19），このグラフは、図中に曲線で示すように、以下

によって近似される。 

 

純売上高(百万ドル) = 660.0𝑒0.2989𝑡,   

R2 = 0.945 

 

最後の 3 年間は完全には当てはまらないが，全体的な傾向はほぼ指数関数的である。このグラ

フが表しているのは会社の売り上げであり，ユーザーの規模を直接表しているわけではない。

ユーザーの規模に関する情報がないため本報文で提案するモデルの方程式（すなわち，式(1)と

式(2)）の妥当性を直接的に示してはいない。しかし，本試行は Amazon の成長メカニズムが提

案モデルによってかなりの程度説明できるという可能性を示している。 
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図 7 Amazon.com Inc.の純売上高の成長 

 

3.2モデルに組み込まれる可能性のあるその他の因子 

方程式(1)と(2)には，ユーザーの自然減少率を反映した項が含まれていない。C および D をそ

れぞれユーザーA とユーザーB の自然減少率とすると，より正確な方程式が得られる。 

 

  ∆𝑚𝐴(𝑡) = 𝐵 × 𝑚𝐵(𝑡) − 𝐶 × 𝑚𝐴(𝑡)                                    (11) 

  ∆𝑚𝐵(𝑡) = 𝐴 × 𝑚𝐴(𝑡) −  𝐷 × 𝑚𝐵(𝑡)                                    (12) 

 

これにより，解析解の方程式が非常に長くなるが，指数項は同様に表れる。デジタル形式によ

って解釈しスプレッドシートでのシミュレーションを行えば，これらの方程式をより簡単に活

用できる。 

前述の方程式では，ユーザーの規模の増加がユーザーの規模だけに左右されると仮定していた

が，これは完全に正確とは言えない。なぜなら，この仮定によれば初期のユーザーがゼロの場

合には新たなビジネスを始めることができないという誤った結論となるからである。当然なが

ら，ネットワーク外部性の効果とは別に，プラットフォームオーナーが最初のユーザーを集め

る努力をする必要がある。このプラットフォームの貢献を，以下のように方程式に含めてもよ

いだろう。 

 

  ∆𝑚𝐴(𝑡) = 𝐵 × 𝑚𝐵(𝑡) + 𝑓(𝑡)                                           (13) 

 

ここで，𝑓(𝑡)は，営業や広告といったプラットフォームの努力を表す。このような（ユーザー
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間の相互作用以外の）外因性の効果が大きく影響するかどうかは，プラットフォームの種類に

よる。 

 

3.3 飽和していない市場における競争 

2.2 節で扱ったのは，すべてのユーザーがすでにいずれかのプラットフォームに参加している

市場での競争であり，競争はプラットフォーム間の横取り合戦のようにモデル化された。だが，

プラットフォームオーナーが何か新しいことを始め，競合相手が最近になって現れたとすると，

市場はまだ飽和していない。競合相手による横取りの効果はいくらかあるが，方程式(7)～(10)

で示したほど大きくはない。このような場合には，方程式を以下のように変更できる。 

 

  ∆𝑚𝐴1(𝑡) = 𝐵11𝑚𝐵1(𝑡) − 𝐵12𝑚𝐵2(𝑡)                                   (14) 

  ∆𝑚𝐴2(𝑡) = 𝐵22𝑚𝐵2(𝑡) − 𝐵21𝑚𝐵1(𝑡)                                   (15) 

 

ここで， 𝐵𝑖𝑗はプラットフォーム i 上の𝑚𝐵𝑗に関する魅力係数である（自身のものは i=j，他の

ものは i≠j）。飽和している市場とは異なり，これらは互いに異なっており，特に，𝐵21と𝐵12は

𝐵11と𝐵22よりも小さいと考えられる。 

 

3.4 プラットフォーム経営者への提案 

本報文で提案したモデル（図 3 や式(1)及び(2)）は，魅力係数の重要性を示しつつ，なお「量

は差別化に勝る」という考え方も支持している。これまでに述べた分析や考察からプラットフ

ォーム経営者への幾つかの示唆が得られる。 

まず，あらかじめユーザーを集めた状態で新しいプラットフォームビジネスを開始すれば，プ

ラットフォームの競争力は高くなる。これは，既存のビジネスをプラットフォーム型に改変す

ることで実現できると考えられる。現在，独自の技術に基づく特定の製品を顧客に提供してい

る企業（典型的なプロダクトアウト型）であれば，やがてリソース制約に直面するであろう。す

なわち，製造能力または営業力がビジネスの成長の上限を決めてしまう。この段階で，その技

術を開示して，他の製品プロバイダにその技術を基にして彼ら自身のビジネスを行わせるとよ

い。その製品プロバイダはプロバイダユーザ（すなわちユーザーA）となり，自社は，現在の自

社の顧客を初期のエンドユーザ（すなわちユーザーB）として囲い込んだプラットフォームオー

ナーとなる。自社の努力だけでエンドユーザの数を急速に増し続けるのは容易ではないが，プ

ロバイダユーザのリソースを活用すれば，自社の独自技術を指数関数的な勢いで市場に浸透さ

せることができる。 

さらに，ユーザーA とユーザーB の規模にどのような傾向が見られるかを観測すれば，魅力係

数を（回帰分析によって）定期的に推定することができる。この推定の結果は，自社のプラット

フォームの競争力を評価する上での格好の指標となりうる。 

ビジネスモデルによっては，このような推定に 3.2 で述べたような他の因子を考慮したほうが

良い場合もある。もし強力な競合他社がいる，あるいは出てくると想定される場合には 2.2 や

2.3 で述べたように競争状況を評価／予測し，その結果を事業戦略にフィードバックすることが

役に立つだろう。 
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4. 結論 

本報文では，ツーサイドプラットフォームビジネスに対する非常に単純化した動的モデルを提

案した。微調整を行えばより正確なモデルにすることも可能であるが，このままでも以下に関

して基本的な洞察を提供するのに役立つ。 

(1) 量（規模）の重要性と，それが指数関数的な成長曲線をもたらす理由と方法（2.1 参照） 

(2) 二つのプラットフォーム間の競争が，しばしば「勝者独り勝ち」の結果となる理由（2.2 参

照） 

(3) 新たなプラットフォームの立ち上げ，運営，あるいは既存のビジネスからの改変の方法（3.4

参照） 

 

5. 付録：ツーサイドプラットフォームモデルの差分方程式 

2.1 節では，方程式(1)と(2)の時間微分による解釈とその解析解のみを示したが，これらは以下

のように差分方程式によって解釈することもできる。 

 

  𝑚𝐴(𝑡 + 1) − 𝑚𝐴(𝑡) = 𝐵𝑚𝐵(𝑡)                                                     (a1) 

  𝑚𝐵(𝑡 + 1) − 𝑚𝐵(𝑡) = 𝐴𝑚𝐴(𝑡)                                                     (a2) 

 

この解釈では，項 t は「年」「月」「日」などを表し，ユーザーの規模の変化（新規契約など）

はそれぞれの t のタイミング（年次，月次，日次など）で間欠的に発生するものとする。方程式

(a1)および(a2)の𝑚𝐴(𝑡)に関する解析解は以下の通りである。 

𝑚𝐴(𝑡) =  
1

2√𝐴
{  (√𝐴𝑚𝐴(0) + √𝐵𝑚𝐵(0)) (1 + √𝐴𝐵)

𝑡
+ (√𝐴𝑚𝐴(0) − √𝐵𝑚𝐵(0)) (1 − √𝐴𝐵)

𝑡
} 

(a3) 

 

𝑚𝐵(𝑡)に関する解は逆転形であり，A と B を交換することで得られる。このケースでは，

(1 − √𝐴𝐵)
𝑡
の出現する 2 番目の項の値は，時間微分の解(5)の場合とは異なり，明らかに無視で

きるとは言えない。値が大きい場合もありうるし，t の増加に伴い正負が入れ替わる可能性があ

る。しかし，二つの項を数値的に計算して比較すると，やはり 1 番目の項の方が 2 番目の項よ

りも速く増加するため， 𝑚𝐴(𝑡)の曲線は，(1 + √𝐴𝐵)
𝑡
に支配されて，全体としてはほとんど指数

関数的な形となる。指数関数的（等比数列的）成長の条件はやはり同じで，A>0 かつ B>0 であ

る。成長率が√𝐴𝐵で決まる点も同じである。 
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 今回は、より多くの方々にご覧いただくために、2 つの学会誌を合冊とし、化学生物総合管

理学会学会誌「化学生物総合管理」第 13巻第 1号と社会技術革新学会学会誌「技術革新と社会

変革―現場基点―」第 9 巻第 1 号を合わせてお届けします。著者そして査読者や編集委員の皆

様の多大なるご尽力とご協力により、2 つの報文を掲載することができました。感謝申し上げ

ます。 

 この度、私は初めて学会誌編集事務局の作業に携わらせていただきました。報文が学会誌に

掲載される過程を目の当たりにして、1 つの報文が公表に至るまでの間に実に多くの方々が関

わっていることを実感しました。 

 今後も学会誌や学会活動がさらに充実したものになるよう取り組んでまいりますので、引き

続き皆様のご指導とご協力をお願い申し上げます。 

 

 編集委員会事務局 

加藤 志織 
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